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お
わ
り
に

は
じ
め
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
に
は
、「
陸
の
男
」
を
水
底
へ
と
誘
う
「
水
の
女
」
の
物
語
が
多
い
。
そ
う
し
た
物
語
の
系
譜
を
誘
惑
手
段
と
い
う
点
か
ら
概
観
す
る

と
、
概
ね
三
つ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
期
は
、「
水
の
女
」
の
文
学
的
始
祖
と
も
言
う
べ
き
半
人
半
鳥
の
セ
イ
レ
ン
が
「
美
し
い
声
」
で
「
陸
の
男
」

を
水
底
へ
と
誘
う
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
世
界
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
の
も
と
で
次
第
に
半
人
半
魚
に
変
容
し
、
同
時
に
「
美
し
い
声
」
を
失
う
古
代
末
期

な
ら
び
に
中
世
を
経
て
、
ル
ネ
サ
ン
ス
に
至
る
ま
で
の
時
期
。
第
二
期
は
、
長
ら
く
失
わ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
「
美
し
い
声
」
の
近
代
ド
イ
ツ
文
学
に
お
け

る
復
活
に
始
ま
り
、「
陸
の
男
」
を
聴
覚
的
に
も
視
覚
的
に
も
魅
了
す
る
「
水
の
女
」
の
多
様
な
創
出
を
経
て
、
そ
の
影
響
下
で
成
立
し
た
ア
ン
デ
ル
セ
ン

『
人
魚
姫
』（
一
八
三
七
）
に
お
い
て
再
び
「
美
し
い
声
」
が
失
わ
れ
る
ま
で
の
時
期
。
第
三
期
は
、
現
代
ド
イ
ツ
文
学
が
「
美
し
い
声
」
の
消
失
に
基
づ
き

な
が
ら
新
し
い
「
水
の
女
」
の
物
語
を
展
開
さ
せ
る
時
期
。
本
論
は
、
以
下
、
第
三
期
を
考
察
の
中
心
に
据
え
な
が
ら
、
歌
声
消
失
の
意
味
を
問
う
。
具
体

歌
声
を
失
っ
た
「
水
の
女
」
た
ち

ア
ン
デ
ル
セ
ン
、
リ
ル
ケ
、
カ
フ
カ
、
ブ
レ
ヒ
ト
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的
に
は
、
第
一
期
に
お
け
る
歌
声
消
失
、
並
び
に
第
二
期
に
お
け
る
歌
声
の
復
活
と
消
失
を
概
観
し
た
上
で
、
歌
声
消
失
と
い
う
点
で
共
通
す
る
ア
ン
デ
ル

セ
ン
、
リ
ル
ケ
、
カ
フ
カ
、
ブ
レ
ヒ
ト
を
扱
う
。 （
１
）

一
　「
美
し
い
声
」
と
「
美
し
い
姿
」

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
に
お
い
て
「
陸
の
男
」
と
「
水
の
女
」
の
遭
遇
を
最
初
に
描
く
の
は
、
ホ
メ
ロ
ス
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
で
あ
っ
た
。 （
２
） 

木
馬
の
奇
計

で
ト
ロ
イ
ア
の
城
を
攻
め
落
と
し
た
英
雄
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
、
困
難
を
極
め
た
帰
国
の
途
中
、
魔
女
キ
ル
ケ
の
島
を
後
に
し
て
、
セ
イ
レ
ン
た
ち
の
島
に

近
づ
く
。
人
を
死
へ
と
導
く
魔
の
歌
が
聞
こ
え
て
く
る
と
、
英
雄
は
部
下
に
命
じ
る
。
自
分
の
体
を
帆
柱
に
括
り
付
け
、
各
人
の
耳
を
蝋
で
塞
ぐ
よ
う
に
と
。

こ
う
し
た
奸
計
に
よ
っ
て
、
相
手
の
歌
声
を
堪
能
し
な
が
ら
、
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
難
を
逃
れ
る
。
古
代
の
英
雄
に
と
っ
て
、
セ
イ
レ
ン
た
ち
の
奇
怪
な
姿

は
、
一
顧
だ
に
さ
れ
な
い
。
歌
の
こ
と
を
英
雄
に
あ
ら
か
じ
め
教
え
て
い
た
キ
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
半
人
半
鳥
の
周
り
に
は
「
腐
り
ゆ
く
人
間
の
白
骨
」
が
う

ず
高
く
積
も
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
し
か
し
、
英
雄
に
は
、
荒
涼
と
し
た
死
の
風
景
が
一
切
目
に
入
ら
な
い
。
見
な
が
ら
何
も
見
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る

い
は
目
を
閉
じ
て
耳
に
全
神
経
を
集
中
し
て
い
た
の
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
恍
惚
の
瞬
間
に
お
い
て
、
視
覚
的
機
能
は
停
止
す
る
。
こ
の
遭
遇
譚
が
「
声
の

文
化
」
と
も
称
す
べ
き
口
承
伝
承
の
時
代
に
成
立
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
聴
覚
的
要
素
の
役
割
は
大
き
い
。

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
セ
イ
レ
ン
は
、
半
人
半
鳥
の
「
水
の
女
」
と
し
て
、「
美
し
い
声
」
で
「
陸
の
男
」
を
死
へ
と
誘
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
時
が
下
り
、

古
代
末
期
か
ら
中
世
に
至
る
と
、
い
つ
し
か
セ
イ
レ
ン
は
女
性
の
上
半
身
と
魚
の
尾
を
持
ち
始
め
る
。
こ
の
よ
う
な
変
容
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
っ
て
セ
イ

レ
ン
が
異
教
の
権
化
と
解
さ
れ
た
結
果
に
他
な
ら
な
い
。
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
模
範
的
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
さ
れ
、
そ
の
冒
険
譚
は
真
の
信
仰
を
求
め
る
信
者

の
旅
、
そ
し
て
船
は
教
会
と
な
り
、
帆
柱
に
身
を
縛
り
付
け
ら
れ
た
英
雄
は
十
字
架
上
の
キ
リ
ス
ト
と
見
な
さ
れ
る
。
セ
イ
レ
ン
は
半
人
半
鳥
な
の
か
、
そ

れ
と
も
半
人
半
魚
な
の
か
、
中
世
の
図
像
は
大
い
に
揺
れ
た
。
し
か
し
、
セ
イ
レ
ン
は
次
第
に
海
面
下
に
「
半
魚
」
の
部
分
を
隠
し
、
海
面
上
に
「
半
人
」

の
部
分
、
つ
ま
り
、
乙
女
の
裸
体
を
示
し
な
が
ら
、
自
ら
を
「
見
せ
る
」
存
在
と
化
す
。
こ
う
し
て
半
人
半
魚
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
、「
外
な
る

敵
」
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
肉
欲
の
権
化
と
し
て
「
内
な
る
敵
」
に
も
な
る
。
宝
石
で
身
を
飾
り
金
の
杯
を
手
に
す
る
「
バ
ビ
ロ
ン
の
大
淫
婦
」（
ヨ
ハ

ネ
の
黙
示
録
）
を
陸
上
の
強
敵
と
す
る
な
ら
ば
、
波
間
で
櫛
と
鏡
を
手
に
す
る
セ
イ
レ
ン
は
、
海
上
の
宿
敵
で
あ
ろ
う
。
中
世
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
、

「
水
の
女
」
は
異
教
徒
が
住
む
「
遠
い
異
界
」
の
み
な
ら
ず
、
肉
欲
が
宿
る
「
深
い
異
界
」
か
ら
も
現
れ
る
。
西
洋
音
楽
史
を
繙
け
ば
、
中
世
キ
リ
ス
ト
教
神

学
は
、
音
楽
を
「
神
の
こ
と
ば
」
と
解
し
た
上
で
、
禁
欲
的
か
つ
厳
粛
な
響
き
を
音
楽
に
求
め
た
。
当
時
の
神
学
的
見
地
か
ら
す
る
と
、
セ
イ
レ
ン
の
よ
う

に
「
蜜
の
如
く
甘
い
声
」
で
誘
惑
の
歌
を
う
た
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
セ
イ
レ
ン
が
外
な
る
敵
で
あ
れ
、
内
な
る
敵
で
あ
れ
、
そ
も
そ
も
キ
リ
ス
ト
教
の
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敵
対
者
が
「
美
し
い
声
」
を
有
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
詰
ま
る
と
こ
ろ
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
文
化
と
キ
リ
ス
ト
教
が
混
淆
し
た
結
果
、
セ
イ
レ
ン
は
半

人
半
鳥
か
ら
半
人
半
魚
へ
と
変
容
し
、
同
時
に
「
美
し
い
声
」
を
失
っ
て
い
く
。

聴
覚
的
な
誘
惑
手
段
を
失
っ
た
「
水
の
女
」
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
広
ま
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
民
間
伝
承
の
中
で
、
再
び
変
容
す
る
。
そ
の
好
例
と
し
て
、

一
二
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
の
間
、
徐
々
に
成
立
し
た
メ
ル
ジ
ー
ナ
の
物
語
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
い
つ
し
か
「
陸
の
男
」
と
「
水
の
女
」
の
対
峙
で
は
な
く
、

両
者
に
よ
る
異
類
婚
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
や
い
な
や
、
セ
イ
レ
ン
の
後
裔
は
も
は
や
キ
リ
ス
ト
教
の
敵
で
は
な
く
、
む
し
ろ
信
仰
厚
い
キ
リ
ス
ト
教
徒
と

し
て
「
美
し
い
姿
」
を
も
つ
。
但
し
土
曜
日
に
な
る
と
呪
い
に
よ
っ
て
下
半
身
が
蛇
に
戻
り
、そ
の
姿
を
見
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
タ
ブ
ー
が
犯
さ
れ
る
と
、

別
離
に
お
い
て
そ
の
奇
怪
な
姿
を
衆
目
に
曝
し
て
し
ま
う
。
ま
た
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
医
者
で
あ
り
錬
金
術
師
で
あ
っ
た
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
が
『
精
霊
の
書
』
の

中
で
伝
え
る
ウ
ン
デ
ィ
ー
ナ
の
場
合
、
終
始
一
貫
し
て
乙
女
の
姿
の
ま
ま
で
、
半
人
半
蛇
に
も
半
人
半
魚
に
も
戻
ら
な
い
。
い
ず
れ
の
物
語
も
、
タ
ブ
ー
と

裏
切
り
か
ら
な
る
異
類
婚
姻
譚
で
あ
る
ば
か
り
で
な
い
。
と
も
に
聴
覚
的
な
誘
惑
手
段
を
持
た
な
い「
水
の
女
」
の
物
語
な
の
だ
。「
水
の
女
」
た
ち
は
歌
う

こ
と
を
完
全
に
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
歌
声
の
喪
失
期
間
は
意
外
に
長
い
。

「
水
の
女
」
の
物
語
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
北
部
地
域
に
も
多
い
。
北
の
海
で
は
、
例
え
ば
、「
海
の
女
」
マ
ー
メ
イ
ド
が
、
セ
イ
レ
ン
と
同
一
視
さ
れ
た
上

で
、
波
間
に
て
歌
い
続
け
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
や
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
、
森
に
現
れ
る
メ
ル
ジ
ー
ナ
や
ウ
ン
デ
ィ
ー
ナ
の
物
語
が
示
す
よ
う

に
、「
水
の
女
」
は
歌
わ
な
い
。
特
に
ド
イ
ツ
文
学
に
お
い
て
は
、
ロ
マ
ン
派
の
テ
ィ
ー
ク
が
一
八
〇
〇
年
に
、
ア
ル
ニ
ム
が
一
八
〇
六
年
に
そ
れ
ぞ
れ
メ
ル

ジ
ー
ナ
の
物
語
を
翻
案
し
た
際
も
、
や
は
り
歌
声
に
つ
い
て
何
ら
言
及
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
頃
い
ち
早
く
「
水
の
女
」
の
歌
に
聞
き
耳
を
立
て

た
「
陸
の
男
」
が
い
た
。
民
衆
本
の
メ
ル
ジ
ー
ナ
伝
説
に
幼
少
の
頃
か
ら
親
し
み
、
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
の
著
作
に
通
じ
て
い
た
人
物
、
す
な
わ
ち
、
ゲ
ー
テ
こ

そ
、
ま
さ
に
そ
の
人
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
に
お
け
る「
水
の
女
」
の
系
譜
で
近
代
ド
イ
ツ
文
学
が
果
た
し
た
役
割
は
、
実
に
大
き
い
。
ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト
の
創
作
メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン『
王

子
ビ
リ
ビ
ン
カ
ー
物
語
』（
一
七
六
四
）
を
経
て
、
ゲ
ー
テ
の
詩
「
漁
夫
」（
一
七
七
八
）
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
っ
て
封
印
さ
れ
て
い
た
セ
イ
レ
ン

的
な
「
誘
惑
の
歌
」
が
本
格
的
に
甦
る
。「
水
の
女
」
が
歌
い
語
り
そ
し
て
語
り
歌
う
ゲ
ー
テ
の
バ
ラ
ー
ド
は
、
一
九
世
紀
前
半
、ロ
マ
ン
派
の
詩
人
た
ち
に

新
し
い
「
水
の
女
」
の
創
出
を
促
す
。「
水
の
女
」
は
、
地
中
海
の
明
る
い
海
原
で
は
な
く
、
奥
深
い
森
に
あ
る
湖
沼
や
河
川
に
頻
繁
に
現
れ
始
め
る
と
、「
美

し
い
姿
」
と
「
美
し
い
声
」
と
に
よ
る
複
合
的
な
誘
惑
手
段
で
、
我
々
を
水
底
へ
、
そ
し
て
更
に
は
、
我
々
自
身
の
内
奥
へ
と
誘
う
。
漁
夫
が
聞
い
た
歌
声

は
、ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の『
人
工
楽
園
』（
一
八
六
〇
）に
よ
れ
ば （
３
）、
我
々
の
外
か
ら
で
は
な
く
、
我
々
の
内
奥
か
ら
響
く
。
更
に
ユ
ン
グ
の
論
文
（
一
九
三
四
）

に
よ
れ
ば （
４
）、
そ
の
歌
声
は
水
と
無
意
識
の
根
源
的
な
連
関
を
明
ら
か
に
す
る
。
バ
ラ
ー
ド
「
漁
夫
」
は
、
太
古
の
歌
声
の
甦
り
を
志
向
し
な
が
ら
、「
水
の

深
さ
」
が
「
心
の
深
さ
」
と
な
る
現
代
的
な
「
他
者
」
経
験
の
問
題
へ
と
連
な
っ
て
い
く
。
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そ
も
そ
も
ゲ
ー
テ
は
、
い
か
な
る
背
景
の
も
と
で
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
っ
て
封
印
さ
れ
た
「
誘
惑
の
歌
」
を
い
ち
早
く
蘇
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。

実
は
、
そ
の
背
景
に
は
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
に
基
づ
く
数
学
的
・
神
学
的
な
音
楽
理
論
か
ら
自
然
哲
学
的
な
音
楽
理
論
へ
の
移
行
が
あ
っ
た
。
一
八
世
紀
前
半
の

音
楽
理
論
家
ヨ
ハ
ン
・
マ
ッ
テ
ゾ
ン
に
よ
れ
ば
、
音
楽
は
「
算
術
の
水
た
ま
り
」
か
ら
で
は
な
く
、「
自
然
の
泉
」
か
ら
水
を
汲
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
問
題
は
、
音
楽
が
人
間
の
心
に
も
た
ら
す
非
合
理
的
な
情
動
で
あ
っ
た
。
音
楽
は
、
人
間
悟
性
の
及
ば
な
い
謎
、
言
語
な
ら
ざ
る
も
の
、
根
源
的
な
も

の
と
し
て
、「
外
な
る
自
然
」
と
「
内
な
る
自
然
」（
人
間
の
心
）
と
を
媒
介
す
る
。
こ
の
よ
う
な
新
た
な
音
楽
観
に
最
も
触
発
さ
れ
た
ド
イ
ツ
文
学
は
、
そ

れ
ま
で
重
視
し
て
き
た
造
形
芸
術
に
代
わ
り
、
音
楽
を
「
究
極
の
ポ
エ
ジ
ー
」
と
し
て
詩
的
構
想
の
核
に
据
え
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
近
代
ド

イ
ツ
文
学
は
人
間
悟
性
の
及
ば
な
い
情
動
を
主
と
し
て
芸
術
家
小
説
の
中
で
「
水
」
の
比
喩
形
象
で
表
し
、
中
で
も
記
号
化
し
難
い
性
的
な
衝
動
を
「
水
の

女
」
の
比
喩
形
象
で
表
す
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。 （
５
）

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
、
ゲ
ー
テ
以
降
、
ロ
マ
ン
派
の
詩
人
た
ち
が
新
し
い
「
水
の
女
」
を
次
々
に
世
に
問
う
。
但
し
、
セ
イ
レ
ン
の
後
裔
た
ち
は

多
様
で
あ
り
な
が
ら
、
複
合
的
誘
惑
手
段
を
有
す
る
と
い
う
点
で
は
概
ね
一
致
す
る
。
例
え
ば
、
フ
ケ
ー
『
ウ
ン
デ
ィ
ー
ネ
』（
一
八
一
一
）
で
は
、「
美
し

い
姿
」
と
「
美
し
い
声
」
を
も
つ
「
水
の
女
」
が
、
人
間
の
愛
を
得
て
、
物
質
存
在
か
ら
人
間
存
在
へ
と
変
貌
す
る
。
フ
ケ
ー
な
り
の
「
新
し
い
神
話
」
の

模
索
は
、「
新
し
い
〈
魂
の
獲
得
物
語
〉」
か
ら
「〈
新
し
い
魂
〉
の
獲
得
物
語
」
へ
と
変
わ
り
、
そ
し
て
最
終
的
に
「〈
新
し
い
魂
〉
の
喪
失
物
語
」
へ
と
更

な
る
変
容
を
遂
げ
て
い
く
。
失
わ
れ
た
物
質
存
在
が
人
間
存
在
の
見
果
て
ぬ
夢
と
な
り
、
不
在
は
ひ
と
つ
の
伝
説
と
化
す
。
こ
う
し
た
「
伝
説
」
は
、
詰
ま

る
と
こ
ろ
、「
水
の
女
」
が
「
陸
の
男
」
を
視
覚
的
に
も
聴
覚
的
に
も
魅
了
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。 （
６
）

ハ
イ
ネ
の
詩
集
『
歌
の
本
』（
一
八
二
七
）
に
あ
る
「
ロ
ー
レ
ラ
イ
」
は
、「
い
に
し
え
の
メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
」
に
取
り
憑
か
れ
、
言
い
知
れ
ぬ
悲
し
み
に
く

れ
る
「
私
」
の
惑
い
に
始
ま
り
、
憑
依
の
原
因
に
関
す
る
「
私
」
の
確
信
で
終
わ
る
。
も
と
も
と
は
小
話
や
作
り
話
程
度
の
意
味
で
あ
っ
た
「
メ
ー
ル
ヒ
ェ

ン
」
は
、
当
時
、
一
八
一
二
年
初
版
の
『
グ
リ
ム
童
話
』
を
範
に
、
不
特
定
多
数
の
無
名
の
民
衆
に
よ
る
伝
承
、「
民
衆
メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
」
と
し
て
解
さ
れ
つ

つ
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
と
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
ゲ
ー
テ
や
ロ
マ
ン
派
の
実
作
に
よ
っ
て
、
特
定
の
著
名
な
個
人
に
よ
る
創
作
、「
創
作
メ
ー
ル

ヒ
ェ
ン
」
と
も
解
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
詰
ま
る
と
こ
ろ
、「
い
に
し
え
の
メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
」
と
は
、ロ
ー
レ
ラ
イ
を
め
ぐ
る
「
創
作
さ
れ
た
伝
説
」
に
他
な
ら

な
い
。
数
あ
る
ロ
ー
レ
ラ
イ
「
伝
説
」
の
中
で
伝
承
行
為
そ
れ
自
体
を
唯
一
扱
う
ハ
イ
ネ
の
詩
に
お
い
て
、「
美
し
い
姿
」
と
「
美
し
い
声
」
を
も
つ
乙
女
が

「
陸
の
男
」
を
水
底
へ
と
誘
う
の
で
あ
る
。 （
７
）

「
水
の
女
」
の
文
学
的
系
譜
に
お
い
て
、
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
文
学
は
質
・
量
と
も
に
異
彩
を
放
つ
。
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
、
セ
イ
レ
ン
、
ロ
ー
レ
ラ

イ
、
ナ
イ
ア
ス
、
ニ
ク
セ
、
メ
ル
ジ
ー
ネ
な
ど
、
多
様
な
「
水
の
女
」
を
自
己
の
文
学
に
頻
出
さ
せ
、
同
系
譜
に
お
け
る
新
た
な
展
開
、
つ
ま
り
、「
美
し
い

姿
」
と
「
美
し
い
声
」
か
ら
な
る
複
合
的
誘
惑
を
自
家
薬
籠
中
の
物
と
す
る
。
総
じ
て
「
水
の
女
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
道
徳
原
理
の
も
と
で
沈
み
、
異
教
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的
官
能
原
理
の
も
と
で
浮
か
ぶ
。
確
か
に
、「
夜
の
歌
」
が
「
朝
の
鐘
」
に
打
ち
消
さ
れ
、
美
神
ウ
ェ
ヌ
ス
が
聖
母
マ
リ
ア
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
こ
と
は
、

少
な
く
な
い
。
し
か
し
、「
朝
の
鐘
」
が
待
望
さ
れ
、
聖
母
マ
リ
ア
が
崇
拝
さ
れ
た
だ
け
で
は
、
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
文
学
特
有
の
ポ
エ
ジ
ー
は
立
ち
上
が
ら

な
い
。
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
、
否
定
す
べ
き
対
象
が
自
己
の
創
作
基
盤
を
培
う
と
い
う
矛
盾
を
自
覚
し
た
詩
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド

ル
フ
の
「
水
の
女
」
た
ち
に
は
、
視
覚
的
で
あ
れ
、
聴
覚
的
で
あ
れ
、「
深
い
憂
い
」
が
伴
う
の
だ
。 （
８
）

二
　
ア
ン
デ
ル
セ
ン
―
歌
声
の
消
失

ゲ
ー
テ
に
お
い
て
セ
イ
レ
ン
的
歌
声
が
本
格
的
に
復
活
す
る
と
、
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
に
よ
っ
て
視
覚
の
み
な
ら
ず
聴
覚
に
も
訴
え
る
複
合
的
誘
惑
手
段

を
併
せ
も
つ
「
水
の
女
」
が
多
様
に
創
出
さ
れ
て
い
く
。
但
し
、
以
上
の
新
た
な
展
開
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
一
八
三
七
年
、「
陸
の
男
」
の
愛

を
通
じ
て
永
遠
の
魂
を
求
め
る
「
水
の
女
」
の
物
語
が
デ
ン
マ
ー
ク
に
て
新
た
に
上
梓
さ
れ
た
と
き
、「
水
の
女
」
の
系
譜
は
近
代
に
お
け
る
一
つ
の
頂
点
を

迎
え
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
近
代
に
お
け
る
最
大
の
転
回
点
で
も
あ
っ
た
。 （
９
）

も
っ
と
も
、ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
や
ハ
イ
ネ
の
実
作
に
お
い
て
顕
著
に
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、『
人
魚
姫
』
も
創
作
メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
と
し
て
好
ん
で
民

衆
メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
を
装
う
。
こ
の
よ
う
な
偽
装
に
お
い
て
最
も
必
要
と
さ
れ
る
手
立
て
は
、
内
な
る
口
承
伝
承
の
状
況
、
と
り
わ
け
典
型
的
な
語
り
手
の
設

定
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
求
め
ら
れ
る
存
在
は
、
母
親
で
は
な
く
、「
お
ば
あ
様
」
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
人
間
の
世
界
に
対
す
る
人
魚
姫
の
憧
れ

は
、
祖
母
に
よ
る
語
り
の
妙
に
よ
っ
て
高
ま
っ
て
い
く
。
一
方
で
、
読
者
に
語
り
か
け
る
本
来
の
語
り
手
が
、
冒
頭
の
描
写
に
お
い
て
、
人
間
存
在
に
と
っ

て
の
「
異
界
」
で
あ
る
水
底
を
美
化
し
、
他
方
で
、
作
品
内
の
老
い
た
「
語
り
手
」
が
物
質
存
在
に
と
っ
て
の
「
異
界
」
で
あ
る
人
間
世
界
を
美
化
す
る
。

こ
の
よ
う
な
二
重
の
「
語
り
」
に
よ
る
相
互
美
化
に
よ
っ
て
、「
陸
」
と
「
水
」
の
両
空
間
は
、
我
々
読
者
と
い
う
「
読
み
手
」
と
人
魚
姫
と
い
う
「
聞
き

手
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
想
像
力
に
お
い
て
、
架
橋
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
人
魚
姫
』
に
お
い
て
、
話
術
巧
み
な
老
婆
の
役
割
は
大
き
い
。
た
だ
し
、
も
う
一
人
の
「
お
ば
あ
様
」、
す
な
わ
ち
、
魔
術
巧
み
な
老
婆
の
存
在
も
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
確
か
に
、
本
来
の
語
り
手
が
示
す
水
底
は
、
実
に
美
し
い
。
し
か
し
、
水
底
の
底
に
は
、
万
物
を
引
き
ず
り
込
む
恐
ろ
し
い
渦
が
あ
り
、

そ
の
向
こ
う
に
森
が
あ
る
。「
陸
」
の
奥
深
い
森
と
同
様
に
、「
水
」
の
底
深
い
森
に
住
む
の
は
、
や
は
り
「
魔
女
」
で
あ
っ
た
。
一
人
の
優
美
な
老
婆
が
巧

み
な
「
話
術
」
で
人
魚
姫
の
心
を
人
間
世
界
へ
と
誘
う
と
す
れ
ば
、
も
う
一
人
の
醜
悪
な
老
婆
は
巧
み
な
「
魔
術
」
で
人
魚
姫
の
体
を
人
間
世
界
へ
と
送
り

出
す
。

も
っ
と
も
「
海
の
魔
女
」
は
「
お
ば
あ
様
」
よ
り
巧
み
な
「
話
術
」
を
も
つ
の
か
も
し
れ
な
い
。
優
美
な
老
婆
に
よ
れ
ば
、
人
魚
は
人
間
が
有
す
る
「
不
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死
の
魂
」
を
も
た
ず
、
三
百
年
の
寿
命
を
経
る
と
、
泡
と
化
す
。
但
し
、「
不
死
の
魂
」
を
得
る
唯
一
の
手
段
と
し
て
、
人
間
と
の
結
婚
が
あ
る
。
と
は
い

え
、「
お
ば
あ
様
」
は
異
類
婚
の
成
立
不
可
能
を
強
調
す
る
、
人
魚
に
は
脚
が
無
い
か
ら
と
。
こ
れ
に
対
し
て
、
醜
悪
な
老
婆
は
、
全
知
全
能
の
セ
イ
レ
ン
の

如
く
、
不
可
能
を
可
能
に
す
る
術
も
、
そ
も
そ
も
人
魚
姫
が
や
っ
て
来
た
理
由
も
知
っ
て
い
る
。
優
美
な
老
婆
と
同
様
に
、「
不
死
の
魂
」
を
得
る
た
め
に
人

間
の
愛
が
必
要
と
言
う
。
そ
し
て
重
要
な
情
報
を
更
に
付
け
加
え
る
。
人
間
の
脚
を
得
て
王
子
の
も
と
に
行
く
こ
と
は
可
能
、
但
し
、
い
っ
た
ん
脚
を
得
る

と
人
魚
の
姿
に
二
度
と
戻
れ
ず
、
万
が
一
、
王
子
の
愛
を
失
う
と
、
人
魚
の
魂
は
破
裂
し
て
、
海
の
泡
に
な
っ
て
し
ま
う
と
。
そ
う
説
明
し
な
が
ら
、「
海
の

魔
女
」
は
巧
み
な
「
話
術
」
で
人
魚
姫
を
導
き
、
巧
み
な
「
魔
術
」
で
人
魚
姫
に
脚
を
授
け
る
。

と
こ
ろ
で
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
『
人
魚
姫
』
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
フ
ケ
ー
『
ウ
ン
デ
ィ
ー
ネ
』
は
、
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
『
精
霊
の
書
』
に
想
を
得
て
い

た
。
い
ず
れ
も
魂
の
獲
得
と
喪
失
を
核
に
物
語
が
展
開
す
る
。
但
し
、
決
定
的
な
相
違
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
に
お
い
て
も
フ
ケ
ー
に

お
い
て
も
、「
水
の
女
」
は
「
陸
の
男
」
と
自
由
に
こ
と
ば
を
交
わ
す
。
つ
ま
り
、
人
間
存
在
と
物
質
存
在
と
の
間
の
言
語
に
よ
る
意
志
疎
通
は
も
と
よ
り
自

明
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
同
年
の
一
八
一
一
年
に
出
た
ク
ラ
イ
ス
ト
『
水
の
男
と
セ
イ
レ
ン
』
に
お
い
て
、「
水
の
女
」
が
饒
舌
な
物
質
存
在
で
は
な
く
、
口
の

利
け
な
い
女
性
存
在
と
し
て
現
れ
る
と
き
、「
水
の
女
」
の
文
学
的
系
譜
は
他
者
性
の
重
心
を
「
水4

の
女
」W

asserfrau

か
ら
「
水
の
女4

」W
asserfrau

へ
と
、

つ
ま
り
「
水
の
女
」
の
物
質
性
か
ら
女
性
性
へ
と
移
し
て
い
く
。
詰
ま
る
と
こ
ろ
、
人
間
存
在
と
物
質
存
在
の
「
和
平
」
が
極
ま
る
と
同
時
に
、
男
性
存
在

と
女
性
存
在
の
新
た
な
「
戦
い
」
が
始
ま
る
。
こ
の
時
、「
陸
の
男
」
と
「
水
の
女
」
の
対
話
が
次
第
に
揺
ら
ぎ
始
め
、
両
者
の
関
係
は
修
復
し
が
た
い
断
絶

へ
と
陥
っ
て
い
く
。 （
10
） 

ア
ン
デ
ル
セ
ン
『
人
魚
姫
』
は
、
確
か
に
フ
ケ
ー
『
ウ
ン
デ
ィ
ー
ネ
』
か
ら
の
影
響
が
大
き
く
、
人
間
存
在
と
物
質
存
在
の
融
和
を
志
向
す
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
声
を
失
う
「
水
の
女
」
の
物
語
と
し
て
、
そ
う
し
た
志
向
の
枠
組
み
に
単
純
に
は
収
ま
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
ク
ラ
イ
ス
ト
『
水
の
男
と
セ
イ
レ
ン
』

が
先
取
り
し
た
問
題
、
つ
ま
り
、
男
性
存
在
と
女
性
存
在
の
間
に
生
じ
る
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
頓
挫
を
示
す
。
そ
れ
も
三
重
の
頓
挫
と
し
て
。

姫
た
ち
は
、
ど
ん
な
人
間
よ
り
も
美
し
い
声
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
ら
し
に
な
っ
て
、
船
が
沈
み
そ
う
に
な
り
ま
す
と
、
そ
の
前
を
泳
ぎ
な
が
ら
、

ど
ん
な
に
海
の
底
が
美
し
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
そ
れ
は
そ
れ
は
い
い
声
で
う
た
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
海
の
底
へ
行
く
の
を
こ
わ
が
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
、
と
頼
む
の
で
し
た
。
け
れ
ど
も
、
船
び
と
た
ち
に
は
、
そ
の
言
葉
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
し
の
音
だ
と
ば
か
り
思
い
込
ん
で
い
る
の
で
し
た
。

そ
れ
に
ま
た
、
人
間
は
、
海
の
底
の
美
し
さ
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。
と
い
う
の
は
、
船
が
沈
み
ま
す
と
、
人
間
は
お
ぼ
れ
て
、
人
魚
の
王

様
の
お
城
に
つ
く
こ
ろ
に
は
、
も
う
死
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。 （
11
）
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第
一
の
頓
挫
と
し
て
、「
陸
の
男
」
と
「
水
の
女
」
は
も
と
よ
り
疎
通
を
果
た
せ
な
い
。
海
が
時
化
る
と
、
人
魚
は
優
し
く
歌
い
出
し
、
人
間
を
水
へ
と
誘

う
。
し
か
し
、「
美
し
い
声
」
は
人
間
に
と
っ
て
嵐
の
音
と
し
か
聞
こ
え
な
い
。
し
か
も
、
人
魚
は
波
に
さ
ら
わ
れ
た
人
間
を
水
底
へ
と
導
く
が
、
好
意
は
徒

と
な
り
、
人
間
は
海
の
藻
屑
と
化
す
。「
陸
の
男
」
は
相
手
の
呼
び
か
け
を
理
解
せ
ず
、「
水
の
女
」
は
相
手
の
死
す
べ
き
運
命
を
知
ら
な
い
。
ア
ン
デ
ル
セ

ン
『
人
魚
姫
』
は
、
非
現
実
的
な
事
柄
を
大
胆
に
取
り
込
み
な
が
ら
も
、
フ
ケ
ー
『
ウ
ン
デ
ィ
ー
ネ
』
と
は
逆
に
、
人
間
言
語
と
自
然
言
語
と
の
間
の
「
翻

訳
」
不
可
能
性
を
敢
え
て
問
題
に
す
る
。

「
そ
れ
か
ら
、
わ
た
し
に
お
礼
の
こ
と
も
、
忘
れ
な
い
で
も
ら
い
た
い
ね
。」
と
、
魔
女
は
言
い
ま
し
た
。「
で
も
、
わ
た
し
の
ほ
し
い
っ
て
も
の
は
、

ち
ょ
っ
と
や
そ
っ
と
の
も
の
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
。
お
ま
え
さ
ん
は
、
こ
の
海
の
底
に
い
る
だ
れ
よ
り
も
、
一
番
い
い
声
を
持
っ
て
お
い
で
だ
ね
。
そ
の

声
で
王
子
を
ま
よ
わ
す
つ
も
り
だ
ろ
う
が
、
わ
た
し
の
ほ
し
い
っ
て
い
う
の
は
、
じ
つ
は
、
そ
の
声
な
ん
だ
よ
。（
略
）」 （
12
）

第
一
の
頓
挫
が
海
上
に
て
果
た
せ
な
い
意
志
疎
通
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
第
二
の
頓
挫
は
陸
上
で
果
た
せ
な
い
意
志
疎
通
で
あ
ろ
う
。
魔
女
の
巧
み
な
「
魔

術
」
に
よ
っ
て
、
人
魚
姫
は
脚
を
獲
得
す
る
が
、
魔
女
が
出
す
交
換
条
件
に
よ
っ
て
、「
美
し
い
声
」
を
失
う
。『
人
魚
姫
』
の
眼
目
は
、
モ
テ
ィ
ー
フ
史
的

に
言
え
ば
、
魂
の
獲
得
と
魂
の
喪
失
で
あ
ろ
う
が
、
身
体
論
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
脚
の
獲
得
、
声
の
喪
失
、
声
の
再
獲
得
と
な
ろ
う
。
物
語
の
最
後
で
人

魚
姫
は
「
美
し
い
音
楽
」
と
し
て
の
声
を
も
つ
空
気
の
精
と
な
る
。
但
し
、
そ
の
声
は
ま
た
し
て
も
人
間
に
は
聞
こ
え
な
い
。「
水
の
女
」
は
、
海
上
で
あ

れ
、
陸
上
で
あ
れ
、
空
中
で
あ
れ
、「
陸
の
男
」
と
こ
と
ば
を
交
わ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
両
者
の
言
語
的
断
絶
は
深
ま
り
続
け
る
。

「
で
は
、
声
を
あ
な
た
に
あ
げ
て
し
ま
っ
た
ら
、
あ
と
に
何
が
残
る
で
し
ょ
う
？
」

「
そ
ん
な
に
美
し
い
姿
や
、
軽
い
歩
き
ぶ
り
や
、
も
の
を
い
う
目
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
れ
だ
け
あ
れ
ば
、
人
間
の
心
を
夢
中
に
さ
せ
る
く
ら
い
、
な

ん
で
も
な
い
や
ね
！
（
略
）」 （
13
）

人
魚
姫
と
魔
女
の
対
話
は
、「
水
の
女
」
と
「
陸
の
男
」
の
言
語
的
断
絶
の
他
に
、「
水
」
の
空
間
と
「
陸
」
の
空
間
の
身
体
論
的
断
絶
を
仄
め
か
す
。「
水
」

で
は
人
魚
の
「
美
し
い
声
」
が
と
り
わ
け
重
視
さ
れ
、「
陸
」
で
は
人
魚
の
「
美
し
い
姿
」
の
み
が
重
視
さ
れ
る
。
事
実
、
聴
覚
重
視
の
空
間
で
は
、「
水
の

女
」
た
ち
の
歌
声
が
話
題
と
な
り
、
魔
女
が
薬
の
代
価
と
し
て
人
魚
姫
に
求
め
た
も
の
は
「
美
し
い
声
」
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
視
覚
重
視
の
空
間
で

は
、
人
魚
姫
は
「
美
し
い
声
」
を
失
っ
て
も
、「
美
し
い
姿
」
で
人
々
を
魅
了
す
る
。
魔
女
の
言
う
と
お
り
で
あ
っ
た
。
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こ
う
し
て
人
魚
姫
は
憧
れ
の
王
子
の
も
と
で
暮
ら
す
。
但
し
、
月
日
が
経
つ
と
、
王
子
が
隣
国
の
姫
と
結
婚
す
る
こ
と
に
な
り
、
人
魚
姫
は
苦
境
に
陥
る
。

結
婚
式
の
翌
朝
、
人
魚
姫
は
死
ん
で
海
の
泡
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
人
魚
姫
の
手
に
は
五
人
の
姉
た
ち
が
投
げ
入
れ
た
魔
法
の
短
剣
が
あ
る
。
姉
た
ち
に

よ
れ
ば
、
こ
の
短
剣
で
王
子
の
心
臓
を
突
き
刺
し
、
温
か
い
血
を
脚
に
浴
び
せ
る
と
、
再
び
人
魚
の
尾
を
取
り
戻
せ
る
。
人
魚
姫
は
迷
う
。
王
子
を
殺
す
べ

き
か
、
我
が
身
を
滅
す
る
べ
き
か
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
人
魚
姫
は
短
剣
を
海
に
投
げ
捨
て
、
我
が
身
を
海
に
投
げ
出
す
。
し
か
し
、
そ
の
身
は
泡
に
な
る
が
、

沈
む
こ
と
は
な
い
。「
ま
ご
こ
ろ
」
を
も
つ
人
魚
姫
が
救
済
さ
れ
、
空
気
の
精
と
し
て
天
上
へ
と
昇
っ
て
い
く
か
ら
だ
。

こ
の
よ
う
に
「
水
の
女
」
が
「
空
気
の
女
」
へ
と
変
容
す
る
中
で
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
創
作
メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
は
幕
を
閉
じ
る
。
し
か
し
、
こ
の
美
し
い
大

団
円
の
裏
に
あ
る
二
つ
の
変
容
も
見
逃
せ
な
い
。
五
人
の
姉
た
ち
は
人
魚
姫
を
救
う
為
に
ど
こ
か
ら
魔
法
の
短
剣
を
得
た
の
か
。
優
美
な
老
婆
か
ら
で
は
な

い
。
や
は
り
、
醜
悪
な
老
婆
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
海
の
魔
女
は
今
度
は
何
を
代
価
と
し
て
求
め
た
の
か
。
そ
れ
は
「
美
し
い
髪
」
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、

姉
た
ち
は
「
美
し
い
姿
」
の
指
標
を
完
全
に
失
い
、
他
方
で
、
醜
悪
な
老
婆
は
、
聴
覚
的
美
も
視
覚
的
美
も
我
が
物
と
す
る
。「
陸
」
の
奥
深
い
森
で
あ
れ
、

「
水
」
の
底
深
い
森
で
あ
れ
、
魔
女
は
欲
深
い
。
も
は
や
う
ら
若
い
乙
女
は
、ロ
マ
ン
派
的
な
「
水
の
女
」
の
伝
統
を
継
承
で
き
な
い
。
代
わ
り
に
老
い
た
欲

深
い
魔
女
が
複
合
的
な
誘
惑
手
段
を
駆
使
す
る
。
人
魚
姫
が
「
美
し
い
声
」
を
失
う
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。

ア
ン
デ
ル
セ
ン
『
人
魚
姫
』
は
、
民
衆
メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
を
装
う
創
作
メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
と
し
て
、
話
術
巧
み
な
老
婆
と
魔
術
巧
み
な
老
婆
を
と
も
に
我
が
物

に
し
な
が
ら
、「
陸
の
男
」
と
「
水
の
女
」
の
言
語
的
意
志
疎
通
の
破
綻
を
三
重
に
描
く
。
こ
の
結
果
、
両
者
の
関
係
は
次
第
に
修
復
し
が
た
い
断
絶
へ
と

陥
っ
て
い
く
。
但
し
、
意
志
疎
通
の
破
綻
に
よ
っ
て
更
な
る
文
学
的
挑
戦
が
促
さ
れ
、「
水
の
女
」
を
め
ぐ
る
新
し
い
ポ
エ
ジ
ー
が
次
々
に
立
ち
上
が
っ
て
く

る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
現
代
ド
イ
ツ
文
学
に
お
い
て
。

三
　
リ
ル
ケ
―
沈
黙
の
裏
側

R
ilke: 

 
 

 
 

リ
ル
ケ

D
ie Insel der Sirenen  

 
 

「
セ
イ
レ
ン
た
ち
の
島
」

W
enn er denen, die ihm

 gastlich w
aren, 

 

男
を
も
て
な
す
者
た
ち

spät, nach ihrem
 Tage noch, da sie 

 

一
日
の
仕
事
を
終
え
て
な
お
夜
遅
く

fragten nach den Fahrten und G
efahren, 

 

航
海
や
危
険
の
こ
と
を
尋
ね
る
故
　
男
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still berichtete: er w

ußte nie, 
 

 

静
か
に
報
告
し
た
際
　
気
づ
か
な
か
っ
た

w
ie sie schrecken und m

it w
elchem

 jähen 
 

彼
ら
が
い
か
に
驚
き
　
い
か
な
る
不
意
の

W
ort sie w

enden, daß sie so w
ie er 

 

こ
と
ば
を
発
し
て
振
り
向
き
　
男
と
同
じ
く

in dem
 blau gestillten Inselm

eer  
 

青
々
と
静
ま
り
か
え
っ
た
島
の
海
で

die V
ergoldung jener Inseln sähen, 

 

金
色
に
映
え
る
島
々
を
見
て
い
る
こ
と
を
。

deren A
nblick m

acht, daß die G
efahr 

 

す
る
と
島
の
眺
め
に
よ
っ
て
一
変
す
る

um
schlägt; denn nun ist sie nicht im

 Tosen 
 

危
険
　
か
つ
て
の
常
態
と
は
違
い

und im
 W

üten, w
o sie im

m
er w

ar. 
 

轟
音
を
立
て
荒
れ
狂
っ
て
は
い
な
い
の
だ
。

L
autlos kom

m
t sie über die M

atrosen, 
 

音
も
な
く
危
険
は
水
夫
た
ち
を
襲
う

w
elche w

issen, daß es dort auf jenen 
 

そ
れ
が
か
の
金
色
の
島
々
で

goldnen Inseln m
anchm

al singt̶
, 

 

時
と
し
て
歌
う
の
を
知
り

und sich blindings in die R
uder lehnen, 

 

盲
目
的
に
漕
ぎ
ま
く
る
者
た
ち
を
。

w
ie um

ringt 
 

 
 

静
け
さ
が

von der Stille, die die ganze W
eite 

 

漠
と
し
た
広
が
り
を
宿
し
　
耳
に

in sich hat und an die O
hren w

eht, 
 

吹
き
寄
せ
な
が
ら
取
り
囲
む
様

so als w
äre ihre andre Seite 

 
 

ま
る
で
静
け
さ
の
裏
側
が

der G
esang, dem

 keiner w
idersteht.  （

14
） 

 

誰
も
逆
ら
え
ぬ
歌
声
で
あ
る
か
の
如
く
。

詩
の
タ
イ
ト
ル
「
セ
イ
レ
ン
た
ち
の
島
」
は
、
単
数
形
と
複
数
形
に
関
連
し
て
、
テ
ク
ス
ト
と
二
重
の
齟
齬
を
き
た
す
。
第
一
に
、「
島
」
が
タ
イ
ト
ル
で

は
単
数
形
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
詩
で
は
「
島
々
」
と
複
数
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
複
数
形
の
「
セ
イ
レ
ン
た
ち
」
が
、
詩
で
は
一
度
も
名
指
さ
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れ
ず
、
今
度
は
タ
イ
ト
ル
と
は
裏
腹
に
単
数
化
し
て
、
し
か
も
た
だ
単
に
「
そ
れ
」es

と
し
て
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
以
上
の
二
つ
の
不
一
致
は
見
逃
せ
な

い
。 （
15
）

第
一
の
齟
齬
は
、
カ
プ
リ
体
験
を
契
機
と
し
て
詩
人
が
行
っ
た
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
と
の
自
己
同
一
化
に
基
づ
く
。
リ
ル
ケ
は
ア
リ
ス
・
フ
ェ
ー
ン
ド
リ
ッ

ヒ
伯
爵
夫
人
が
所
有
す
る
カ
プ
リ
島
の
別
荘
ヴ
ィ
ラ
・
デ
ィ
ス
コ
ポ
リ
に
一
九
〇
六
年
一
二
月
四
日
か
ら
一
九
〇
七
年
五
月
二
〇
日
ま
で
滞
在
し
た
。
そ
の

内
、
こ
の
詩
の
成
立
と
深
く
関
わ
る
の
が
、
一
九
〇
六
年
一
二
月
二
二
日
の
夜
の
こ
と
で
あ
る
。
集
ま
っ
た
の
は
、
伯
爵
夫
人
、
客
人
と
し
て
居
合
わ
せ
た

老
ノ
ン
ナ
夫
人
、
二
四
歳
の
マ
ノ
ン
、
以
上
、
三
人
の
女
性
、
そ
れ
に
リ
ル
ケ
だ
っ
た
。
詩
人
は
暖
炉
の
前
で
本
を
朗
読
す
る
。
フ
ェ
ー
ン
ド
リ
ッ
ヒ
伯
爵

夫
人
と
ノ
ン
ナ
夫
人
は
手
仕
事
を
し
な
が
ら
朗
読
に
耳
を
傾
け
、
マ
ノ
ン
は
リ
ン
ゴ
の
皮
を
む
く
。
こ
の
よ
う
な
情
景
は
、
後
の
述
懐
に
よ
れ
ば
、
忘
れ
が

た
い
根
源
的
な
体
験
と
し
て
リ
ル
ケ
の
記
憶
に
い
つ
ま
で
も
残
る
。 （
16
）

リ
ル
ケ
を
も
て
な
し
た
三
人
の
女
性
と
は
誰
か
。
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
に
「
美
し
い
声
」
で
歌
い
か
け
た
セ
イ
レ
ン
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
語
の
双
数
形
に
基

づ
き
ホ
メ
ロ
ス
に
お
い
て
は
二
人
で
あ
っ
た
。 （
17
） 

リ
ル
ケ
の
眼
差
し
に
お
い
て
は
、「
二
人
の
セ
イ
レ
ン
が
住
む
島
」 （
18
） 

に
、
禁
断
の
木
の
実
を
差
し
出
す
女

性
エ
ヴ
ァ
が
更
に
加
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
基
づ
く
典
型
的
な
誘
惑
と
聖
書
に
基
づ
く
始
原
の
誘
惑
、
こ
の
非
現
実
的
な
二
重
の
誘
い
が

カ
プ
リ
島
で
詩
人
が
受
け
た
現
実
の
歓
待
に
重
な
る
。
し
か
も
カ
プ
リ
島
は
単
な
る
保
養
地
で
は
な
い
。
古
代
で
は
ソ
レ
ン
ト
沖
の
三
つ
の
岩
礁
で
あ
る
シ

レ
ネ
ス
諸
島
こ
そ
が
セ
イ
レ
ン
た
ち
の
島
々
と
解
さ
れ
た
こ
と
か
ら （
19
）、
現
実
の
「
島
」
は
リ
ル
ケ
の
眼
差
し
に
お
い
て
伝
承
の
中
の
非
現
実
的
な
「
島
々
」

と
化
す
。

詩
の
大
枠
と
な
る
「
も
て
な
し
」
の
意
味
は
大
き
い
。
そ
も
そ
も
、
遍
歴
す
る
詩
人
リ
ル
ケ
も
、
遍
歴
す
る
英
雄
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
も
、
と
も
に
「
歓
待
」

を
受
け
る
人
で
あ
っ
た
。
詩
人
は
自
身
を
も
て
な
す
三
人
の
女
性
を
前
に
し
て
本
を
読
み
上
げ
、
英
雄
は
「
男
を
も
て
な
す
者
た
ち
」
で
あ
る
パ
イ
エ
ケ
ス

の
民
の
前
で
「
航
海
や
危
険
の
こ
と
」
を
話
す
。
人
々
を
魅
了
す
る
冒
険
譚
は
、
弁
舌
に
長
け
た
語
り
手
が
一
人
称
で
語
る
「
物
語
の
中
の
物
語
」
で
あ
っ

た
。
ホ
メ
ロ
ス
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
は
、
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
物
語
の
対
象
と
な
る
現
実
的
な
層
と
、
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
語
る
現
実
離
れ
し
た
層
か
ら

な
り
、
西
洋
文
学
全
体
の
中
で
、
前
者
は
リ
ア
リ
ズ
ム
の
、
後
者
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
萌
芽
と
な
る
。
問
題
は
詩
人
が
行
う
自
身
と
英
雄
と
の
同
一
視
だ
け

で
は
無
い
。
リ
ル
ケ
の
詩
そ
の
も
の
が
、
詩
人
の
現
実
体
験
に
基
づ
く
「
島
」
と
伝
承
に
基
づ
く
「
島
々
」
と
の
混
淆
を
通
じ
て
、
現
実
的
層
と
非
現
実
的

層
の
二
重
構
造
を
も
つ
神
話
に
近
づ
く
。
詩
人
が
行
う
自
身
と
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
と
の
重
ね
合
わ
せ
も
、
詩
が
志
向
す
る
テ
ク
ス
ト
と『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』

と
の
重
ね
合
わ
せ
も
、
読
み
聞
か
せ
で
あ
れ
、
語
り
聞
か
せ
で
あ
れ
、
い
ず
れ
も
「
歓
待
」
の
場
に
お
け
る
文
学
的
営
為
に
基
づ
く
。
こ
こ
で
言
う
「
文
学

的
営
為
」
と
は
、
一
方
が
「
書
承
」schriftliche Ü

berlieferung

で
あ
れ
、
他
方
が
「
口
承
」m

ündliche Ü
berlieferung

で
あ
れ
、
個
々
の
状
況
が
一
回
性

で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
反
復
性
に
収
斂
す
る
営
為
、
す
な
わ
ち
「
伝
承
」Ü

berlieferung
を
志
向
す
る
。
そ
れ
故
、
詩
の
最
初
の
一
語w

enn

は
見
逃
せ
な
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い
。
つ
ま
り
、
一
回
性
の
語
り
聞
か
せ
が
、
反
復
性
の
そ
れ
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
こ
う
し
て
リ
ル
ケ
の
詩
は
、
単
数
形
と
複
数
形
の
混
淆
、
更
に

は
一
回
性
と
反
復
性
の
交
差
の
中
で
、
文
学
的
営
為
そ
の
も
の
を
浮
き
上
が
ら
せ
、
聞
き
手
を
魅
了
す
る
伝
承
内
容
を
更
な
る
矛
盾
と
し
て
示
す
。

も
う
一
度
、
第
二
の
齟
齬
を
繰
り
返
そ
う
。
な
ぜ
タ
イ
ト
ル
に
て
複
数
形
で
示
さ
れ
た
「
セ
イ
レ
ン
た
ち
」
が
詩
の
中
で
は
「
エ
ス
」
と
称
さ
れ
て
い
る

の
か
。
更
に
こ
の
問
い
を
詩
に
基
づ
い
て
突
き
詰
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
問
い
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
危
険
の
内
実
が
「
セ
イ
レ
ン
た
ち
」
の
歌

声
か
ら
「
エ
ス
」
の
静
け
さ
へ
と
「
一
変
す
る
」
の
か
と
。
問
題
は
、
静
か
に
語
る
話
し
手
の
言
説
に
よ
っ
て
聞
き
手
の
脳
裏
に
浮
か
び
上
が
る
虚
構
体
験
、

す
な
わ
ち
、「
男
を
も
て
な
す
者
た
ち
」
が
「
青
々
と
静
ま
り
か
え
っ
た
島
の
海
で
／
金
色
に
映
え
る
島
々
」
を
見
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

リ
ル
ケ
文
学
に
お
け
る
「
金
色
」
は
、
単
な
る
色
彩
表
現
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
「
セ
イ
レ
ン
た
ち
の
島
」
に
お
け
る
「
金
色
」
は
、
詩
全
体
を
覆
う
「
静

け
さ
」
と
不
可
分
に
結
び
つ
く
。「
教
父
た
ち
が
黄
金
を
神
の
王
権
の
一
象
徴
と
見
た
」 （
20
） 

中
世
の
絵
画
に
お
い
て
、
不
可
視
の
絶
対
的
な
も
の
を
敢
え
て
視

覚
的
に
示
そ
う
と
す
る
と
、
下
地
の
黄
金
は
、
色
で
あ
っ
て
色
で
な
い
色
と
し
て
、
つ
ま
り
否
定
性
の
色
と
化
す
。
ま
た
、「
文
法
学
的
省
察
と
神
学
的
省
察

と
の
絡
み
合
い
」
が
極
め
て
緊
密
な
中
世
の
思
想
に
お
い
て
、
言
葉
で
言
い
表
す
こ
と
の
で
き
な
い
神
の
本
質
を
敢
え
て
言
葉
で
示
そ
う
と
す
る
と
、「
名
は

代
名
詞
に
変
化
」
し
、
名
と
し
て
の
「
形
を
失
っ
た
」
言
語
と
し
て
、
つ
ま
り
「
書
か
れ
る
が
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
」
否
定
性
の
言
語
と
化
す
。 （
21
） 

こ
の

よ
う
な
否
定
性
は
、「
金
色
」
と
い
う
色
に
お
い
て
も
、「
金
色
」
と
い
う
言
葉
に
お
い
て
も
、
何
か
を
示
そ
う
と
す
る
が
指
示
対
象
を
示
す
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
点
で
、
指
示
行
為
そ
の
も
の
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
自
己
省
察
的
な
「
沈
黙
」
で
あ
る
。「
セ
イ
レ
ン
た
ち
の
島
」
に
お
け
る
「
金
色
」
と
「
静
け

さ
」
の
結
び
つ
き
は
、「
沈
黙
は
金
」
と
い
う
使
い
古
さ
れ
た
俚
諺
に
は
還
元
で
き
な
い
。
リ
ル
ケ
の
詩
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
に
お
け
る
否
定
性
を
巧
み
に

取
り
込
み
な
が
ら
、
文
学
的
営
為
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
、
詩
的
言
語
の
立
ち
上
が
り
そ
の
も
の
を
志
向
す
る
。 （
22
）

「
セ
イ
レ
ン
た
ち
の
島
」
が
歓
待
の
場
を
設
け
る
こ
と
の
意
味
は
、
や
は
り
大
き
い
。
音
も
な
く
水
夫
た
ち
を
襲
う
「
静
け
さ
」
は
、
静
か
に
語
る
「
男
」

の
伝
承
行
為
が
「
男
を
も
て
な
す
者
た
ち
」
に
も
た
ら
す
虚
構
体
験
で
あ
っ
て
、
現
実
体
験
で
は
な
い
。
何
ら
か
の
歓
待
の
場
に
お
い
て
、
一
人
の
語
り
手

が
お
り
、
複
数
の
聞
き
手
が
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
設
定
は
、
前
述
の
ホ
メ
ロ
ス
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
を
始
め
、
ボ
ッ
カ
チ
オ
『
デ
カ
メ
ロ
ン
』、
バ

ジ
ー
レ
『
ペ
ン
タ
メ
ロ
ー
ネ
』、
ゲ
ー
テ
『
ド
イ
ツ
避
難
民
閑
談
集
』、
更
に
は
多
く
の
枠
物
語
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
で
は
少
な
く

な
い
。
リ
ル
ケ
の
詩
は
、
詩
人
自
身
の
現
実
体
験
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
伝
統
的
な
「
ト
ポ
ス
」
を
巧
み
に
取
り
込
み
、
そ
れ
を
根
源
的
な
芸
術
体
験
の
場
に

結
晶
化
す
る
。
そ
れ
は
、
一
つ
の
物
語
り
を
契
機
に
、
新
た
な
物
語
が
今
ま
さ
に
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
状
況
で
あ
ろ
う
。
更
に
突
き
詰
め
る
と
、
我
々
に

響
く
語
り
の
声
が
「
漠
と
し
た
広
が
り
を
宿
し
」「
耳
に
吹
き
寄
せ
な
が
ら
」
我
々
を
「
取
り
囲
む
様
」
と
は
、
他
者
の
声
に
喚
起
さ
れ
た
自
己
の
声
が
言
葉

を
獲
得
す
る
前
の
混
沌
と
し
た
状
況
に
他
な
ら
な
い
。
今
だ
形
を
持
た
な
い
言
語
的
混
沌
は
、
ま
る
で
「
誰
も
逆
ら
え
ぬ
歌
声
」
の
よ
う
に
、
言
語
活
動
を

行
う
人
間
存
在
で
あ
れ
ば
決
し
て
逃
れ
ら
れ
な
い
根
源
的
体
験
で
も
あ
ろ
う
。「
セ
イ
レ
ン
た
ち
の
島
」
の
読
み
手
は
、
聞
き
手
の
一
人
と
し
て
、
詩
的
言
語
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が
誕
生
す
る
前
の
「
静
け
さ
」
に
立
ち
会
う
。
こ
の
静
寂
を
敢
え
て
言
葉
で
示
そ
う
と
す
る
と
、
対
象
は
直
接
名
指
す
こ
と
が
で
き
な
い
だ
け
に
、「
名
は
代

名
詞
に
変
化
」
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
う
し
て
美
し
い
歌
声
を
有
す
る
「
セ
イ
レ
ン
た
ち
」
が
沈
黙
す
る
「
エ
ス
」
へ
と
「
一
変
す
る
」
の
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
に
お
け
る
「
水
の
女
」
の
系
譜
に
お
い
て
、「
金
色
」
は
重
要
な
ト
ポ
ス
で
あ
る
。
美
し
い
姿
と
美
し
い
声
と
に
よ
っ
て
複
合
的
誘
惑
を

行
使
す
る
の
が
近
代
ド
イ
ツ
文
学
の
「
水
の
女
」
た
ち
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
最
も
典
型
的
に
示
す
の
が
、ハ
イ
ネ
の
詩
「
ロ
ー
レ
ラ
イ
」
の
第
三
、四
連
で
あ

ろ
う
。 （
23
） 「
美
極
ま
る
乙
女
」
は
第
三
連
に
て
視
覚
的
誘
惑
手
段
を
、
第
四
連
に
て
聴
覚
的
誘
惑
手
段
を
示
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、「
金
の
髪
」
は
ロ
ー
レ

ラ
イ
が
有
す
る
視
覚
的
美
の
最
も
重
要
な
指
標
で
あ
る
。
リ
ル
ケ
の
眼
差
し
に
お
い
て
現
実
の
「
島
」
が
伝
承
の
中
の
非
現
実
的
な
「
島
々
」
と
化
す
と
き
、

視
覚
化
で
き
る
「
金
の
髪
」
は
視
覚
化
で
き
な
い
「
黄
金
の
島
々
」
に
な
り
、
言
語
化
で
き
る
「
セ
イ
レ
ン
」
は
言
語
化
で
き
な
い
「
エ
ス
」
へ
と
変
わ
る
。

「
セ
イ
レ
ン
た
ち
の
島
」
に
お
い
て
は
、
危
険
ば
か
り
が
「
一
変
す
る
」
の
で
は
な
い
。

四
　
カ
フ
カ
―
仮
象
の
過
程

ド
イ
ツ
現
代
文
学
は
、
言
語
に
対
す
る
先
鋭
化
し
た
批
判
意
識
か
ら
始
ま
る
。
と
り
わ
け
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
、
ム
ー
ジ
ル
、
カ
フ
カ
の
文
学
は
、
既

存
の
言
語
が
原
理
的
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
な
が
ら
、
言
語
の
否
定
性
を
原
理
的
契
機
と
し
て
立
ち
上
が
っ
て
い
く
。 （
24
） 

そ
う
し
た
捻
れ

の
中
で
、
文
学
は
、
既
知
の
言
語
で
未
知
の
言
語
を
探
り
、
時
に
言
語
な
ら
ざ
る
「
沈
黙
」
に
こ
と
ば
を
与
え
よ
う
と
す
る
。
総
じ
て
ド
イ
ツ
現
代
文
学
は
、

矛
盾
を
意
図
し
て
犯
す
。

二
〇
世
紀
前
半
、
リ
ル
ケ
は
抒
情
詩
に
て
、
カ
フ
カ
は
物
語
に
て
、
ブ
レ
ヒ
ト
は
演
劇
に
て
、「
矛
盾
」
に
挑
む
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
に
お
け
る
「
水
の

女
」
の
系
譜
を
繙
く
と
、
一
九
世
紀
前
半
、
前
述
の
と
お
り
、
否
定
す
べ
き
対
象
が
自
己
の
創
作
基
盤
を
培
う
と
い
う
矛
盾
を
犯
し
な
が
ら
、
セ
イ
レ
ン
の

歌
に
拘
り
続
け
た
詩
人
と
し
て
、
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
が
い
た
。
し
か
し
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
『
人
魚
姫
』
以
降
、「
水
の
女
」
た
ち
が
歌
声
を
失
う
と
、
二
〇

世
紀
前
半
、
リ
ル
ケ
、
カ
フ
カ
、
ブ
レ
ヒ
ト
は
、
新
し
い
文
学
を
模
索
す
る
際
に
、
特
定
の
対
象
に
対
す
る
否
定
に
基
づ
い
て
で
は
な
く
、
原
理
的
に
機
能

不
全
に
陥
っ
て
い
る
言
語
の
否
定
性
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
セ
イ
レ
ン
の
沈
黙
に
強
い
関
心
を
抱
く
。

リ
ル
ケ
の
場
合
、
詩
人
自
身
が
カ
プ
リ
島
で
受
け
た
歓
待
を
契
機
に
、
上
述
の
と
お
り
、「
金
色
」
が
色
彩
と
し
て
も
言
語
と
し
て
も
否
定
性
の
形
式
を
持

つ
中
で
、
言
語
が
立
ち
上
が
る
際
に
生
じ
る
一
瞬
の
「
沈
黙
」
を
詩
的
に
結
晶
化
し
た
。
こ
う
し
た
根
源
的
な
「
豹
変
」
が
「
危
険
」
の
内
実
だ
っ
た
と
言
っ

て
も
よ
か
ろ
う
。
カ
フ
カ
の
場
合
、「
沈
黙
」
が
詩
的
に
結
晶
化
す
る
契
機
は
、「
一
九
一
七
年
八
月
」
に
作
家
自
身
が
見
た
夢
に
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
リ
ル

ケ
の
詩
と
は
異
な
り
、
曰
く
言
い
難
い
恐
怖
の
対
象
、
名
と
し
て
い
ま
だ
形
を
持
た
な
い
言
語
、
す
な
わ
ち
代
名
詞
が
、
三
人
称
単
数
の
女
性
形
に
て
カ
フ



13 歌声を失った「水の女」たち

カ
を
襲
う
。

「
い
や
だ
、
放
せ
、
い
や
だ
放
せ
！
」
と
私
は
路
地
を
進
み
な
が
ら
絶
え
ず
叫
ん
だ
も
の
の
、
彼
女
は
何
度
も
く
り
返
し
私
を
つ
か
ん
だ
。
脇
か
ら
、
あ

る
い
は
私
の
肩
ご
し
に
、
セ
イ
レ
ン
の
両
手
が
何
度
も
く
り
返
し
私
の
胸
に
か
ぎ
爪
を
立
て
た
の
だ
。 （
25
）

プ
ラ
ハ
を
横
切
る
モ
ル
ダ
ウ
川
近
く
の
路
地
で
起
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、「
私
」
を
襲
う
恐
怖
の
対
象
は
、
通
常
の
言
語
使
用
と
は
異
な
り
、
ま
ず
は
代

名
詞
「
彼
女
」
で
、
そ
れ
か
ら
次
ぎ
に
名
詞
「
セ
イ
レ
ン
」
で
示
さ
れ
る
。
名
と
し
て
い
ま
だ
形
を
持
た
な
い
恐
怖
が
言
語
化
さ
れ
、
形
姿
を
得
る
瞬
間
で

あ
ろ
う
。

伝
記
的
事
実
を
繙
け
ば
、
カ
フ
カ
は
一
九
一
七
年
七
月
初
め
に
フ
ェ
リ
ー
ツ
ェ
・
バ
ウ
ア
ー
と
二
度
目
の
婚
約
を
交
わ
す
。
し
か
し
、
八
月
に
喀
血
、
九

月
に
肺
結
核
と
診
断
さ
れ
、
一
二
月
末
に
婚
約
を
解
消
す
る
。
カ
フ
カ
に
と
っ
て
結
婚
は
、
社
会
の
中
で
確
固
た
る
足
場
を
築
く
試
み
だ
け
に
終
始
し
な
い
。

そ
れ
は
、
一
方
で
父
か
ら
の
自
立
、
他
方
で
文
学
的
営
為
の
妨
げ
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
父
と
の
葛
藤
か
ら
の
解
放
を
も
た
ら
し
な
が
ら
、
同
時
に
「
生

き
る
こ
と
」
と
「
書
く
こ
と
」
を
め
ぐ
る
葛
藤
を
新
た
に
生
み
出
す
。
喀
血
後
、
日
記
に
お
け
る
記
載
が
極
端
に
減
っ
て
い
く
中
で
、「
一
九
一
七
年
八
月
」

の
夢
は
書
か
れ
た
。
そ
れ
だ
け
に
「
私
」
に
対
す
る
「
セ
イ
レ
ン
」
の
執
拗
な
攻
撃
も
し
く
は
憑
依
に
は
、
カ
フ
カ
自
身
の
新
た
な
葛
藤
が
煮
詰
ま
っ
て
い

る
。
カ
フ
カ
文
学
に
多
い
動
物
譚
は
、
総
じ
て
、
カ
フ
カ
文
学
に
特
有
の
錯
綜
し
た
問
題
を
あ
る
意
味
で
は
目
に
つ
き
易
く
、
し
か
も
同
時
に
深
く
掘
り
下

げ
て
示
す
。「
私
」
を
襲
う
対
象
が
「
彼
女
」
を
経
て
半
人
半
鳥
と
し
て
顕
現
す
る
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。 （
26
）

本
論
第
一
章
に
て
述
べ
た
と
お
り
、「
水
の
女
」
の
始
祖
は
「
美
し
い
声
」
に
て
相
手
を
死
へ
と
誘
う
。
だ
が
、
カ
フ
カ
の
夢
で
は
、
名
と
し
て
形
を
得
た

「
セ
イ
レ
ン
」
は
自
身
の
聴
覚
的
誘
惑
手
段
を
行
使
せ
ず
、「
何
度
も
く
り
返
し
」
鋭
い
爪
で
相
手
を
襲
う
。
そ
の
結
果
、
セ
イ
レ
ン
の
「
美
し
い
声
」
は
少

し
も
響
か
ず
、「
私
」
の
叫
び
声
だ
け
が
「
絶
え
ず
」
響
く
。
し
か
も
、セ
イ
レ
ン
が
「
何
度
も
く
り
返
し
」
立
て
た
「
か
ぎ
爪
」
は
「
私
」
に
深
く
食
い
込

む
。
こ
れ
は
単
な
る
夢
で
は
な
い
。
夢
は
悪
夢
と
し
て
、
傷
は
ト
ラ
ウ
マ
と
し
て
、「
私
の
胸
」
に
深
く
残
る
。
そ
の
証
左
が
、
結
婚
を
遅
疑
逡
巡
す
る
カ
フ

カ
が
お
よ
そ
二
ヶ
月
後
の
一
〇
月
二
三
日
か
ら
二
五
日
ま
で
の
間
に
ノ
ー
ト
に
書
き
下
ろ
し
た
記
述
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
と

セ
イ
レ
ン
た
ち
の
遭
遇
譚
に
関
す
る
独
自
の
語
り
直
し
が
あ
る
。
実
は
、
カ
フ
カ
の
遺
言
に
よ
り
、
こ
の
ノ
ー
ト
も
他
の
草
稿
と
と
も
に
す
べ
て
焼
き
捨
て

ら
れ
る
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
、
マ
ッ
ク
ス
・
ブ
ロ
ー
ト
が
誠
実
な
裏
切
り
を
行
い
、
カ
フ
カ
の
死
後
、
一
九
三
一
年
の
短
篇
集
『
万
里
の
長
城
』
に
て
先

の
語
り
直
し
を
公
に
す
る
。
親
友
が
付
け
た
表
題
は
「
セ
イ
レ
ン
た
ち
の
沈
黙
」
で
あ
っ
た
。

小
編
は
、「
不
十
分
な
、
否
そ
れ
ど
こ
ろ
か
子
供
っ
ぽ
い
手
段
で
も
時
と
し
て
身
を
救
う
の
に
役
立
つ
こ
と
の
証
明
」 （
27
） 

と
い
う
反
語
か
ら
始
ま
る
。
ホ
メ
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ロ
ス
の
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
、
部
下
た
ち
の
耳
に
蝋
を
つ
め
、
自
分
の
体
を
帆
柱
に
鎖
で
縛
り
付
け
さ
せ
る
こ
と
で
、
難
を
逃
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
カ

フ
カ
の
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
自
分
の
耳
に
蝋
を
つ
め
、
自
分
の
体
を
帆
柱
に
鎖
で
縛
り
付
け
さ
せ
る
こ
と
で
、
二
重
の
自
己
防
衛
を
行
う
。
迫
り
来
る
危
険

を
察
知
し
、
臆
病
に
も
過
剰
な
自
己
防
衛
に
よ
っ
て
難
を
逃
れ
よ
う
と
す
る
。
こ
う
し
た
振
る
舞
い
は
、
神
話
的
英
雄
像
と
あ
ま
り
に
齟
齬
を
き
た
す
。

し
か
も
、
二
重
の
自
己
防
衛
と
い
え
ど
も
、
極
め
て
強
力
な
歌
声
を
前
に
し
て
は
、「
子
供
っ
ぽ
い
手
段
」
に
す
ぎ
な
い
。「
そ
れ
が
役
立
た
ぬ
こ
と
は
世

界
中
に
知
れ
渡
っ
て
い
た
。
セ
イ
レ
ン
た
ち
の
歌
声
は
何
で
あ
れ
貫
き
通
す
し
、
誘
惑
さ
れ
た
者
の
情
熱
な
ら
鎖
や
マ
ス
ト
以
上
の
も
の
を
打
ち
砕
く
」
の

だ
。
ま
た
、
二
重
の
自
己
防
衛
を
め
ぐ
る
相
互
否
定
も
看
過
で
き
な
い
。
鎖
が
十
全
な
防
衛
手
段
な
ら
蝋
は
必
要
な
い
。
そ
の
逆
も
然
り
。 （
28
） 

詰
ま
る
と
こ

ろ
、
冒
頭
の
反
語
は
二
重
「
手
段
」
を
め
ぐ
り
全
否
定
と
相
互
否
定
と
い
う
二
重
反
語
と
し
て
働
く
。
い
ま
や
周
知
の
事
実
に
気
づ
か
ぬ
知
的
英
雄
が
有
す

る
愚
直
さ
、
あ
る
い
は
無
邪
気
さ
の
み
が
、
際
立
つ
。

「
と
こ
ろ
が
セ
イ
レ
ン
た
ち
に
は
歌
声
よ
り
も
も
っ
と
恐
ろ
し
い
武
器
が
あ
る
」
と
言
う
。
そ
れ
は
「
沈
黙
」
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
カ
フ
カ
の
「
英
雄
」

は
、
二
重
の
自
己
防
衛
手
段
を
過
大
に
評
価
す
る
あ
ま
り
、
沈
黙
に
打
ち
勝
っ
た
と
過
信
す
る
。
そ
う
し
た
思
い
込
み
を
倨
傲
と
称
し
て
も
過
言
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
。
実
際
、ホ
メ
ロ
ス
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
が
示
す
の
は
、
英
雄
の
思
い
上
が
り
に
対
す
る
ポ
セ
イ
ド
ン
の
怒
り
で
あ
っ
た
。
カ
フ
カ
の
「
英
雄
」

は
、「
聞
こ
え
は
し
な
い
が
自
分
の
周
り
に
響
い
た
ア
リ
ア
」
に
酔
い
し
れ
、
自
己
陶
酔
の
中
、
至
福
の
表
情
を
浮
か
べ
る
。
そ
の
眼
差
し
に
酔
い
し
れ
、
歌

う
こ
と
を
忘
れ
た
の
が
セ
イ
レ
ン
た
ち
で
あ
っ
た
。
今
や
視
覚
的
に
魅
了
さ
れ
る
の
は
、「
陸
の
男
」
で
は
な
い
。
こ
う
し
て
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
、
愚
直
な

臆
病
者
に
成
り
下
が
り
な
が
ら
も
、
思
い
上
が
り
が
幸
い
し
て
、「
歌
声
よ
り
も
も
っ
と
恐
ろ
し
い
武
器
」
か
ら
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

し
か
も
カ
フ
カ
は
こ
う
書
き
記
す
、「
も
し
セ
イ
レ
ン
た
ち
に
意
識
が
あ
る
と
し
た
ら
、こ
の
と
き
滅
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
が
セ
イ
レ
ン
た
ち
は

か
く
の
ご
と
く
生
き
残
り
つ
づ
け
、
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
だ
け
が
セ
イ
レ
ン
た
ち
か
ら
逃
れ
た
の
だ
」
と
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
詩
人
ロ
ド
ス
の
ア
ポ
ロ
ニ
オ
ス

に
よ
る
叙
事
詩
『
ア
ル
ゴ
ナ
ウ
テ
ィ
カ
』（
紀
元
前
三
世
紀
）
に
よ
れ
ば
、
金
の
羊
毛
を
探
し
求
め
る
イ
ア
ソ
ン
の
冒
険
譚
の
な
か
で
、セ
イ
レ
ン
た
ち
と
対

峙
す
る
の
は
詩
人
の
始
祖
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
で
あ
っ
た
。
歌
と
竪
琴
の
名
手
は
、
野
獣
で
あ
れ
草
木
で
あ
れ
す
べ
て
の
心
を
和
ま
せ
る
音
色
に
よ
っ
て
、
相
手

の
歌
声
か
ら
仲
間
た
ち
を
守
る
。
敗
れ
た
半
人
半
鳥
は
「
意
識
の
あ
る
」
存
在
と
し
て
、
敗
北
感
ゆ
え
に
海
に
身
を
投
げ
、
自
ら
の
命
を
絶
つ
。『
オ
デ
ュ
ッ

セ
イ
ア
』
で
あ
れ
、『
ア
ル
ゴ
ナ
ウ
テ
ィ
カ
』
で
あ
れ
、
古
代
の
神
話
に
お
い
て
、「
陸
の
男
」
と
「
水
の
女
」
の
対
峙
は
、
生
死
を
か
け
た
戦
い
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
カ
フ
カ
に
お
い
て
、
セ
イ
レ
ン
た
ち
は
意
識
を
持
た
ぬ
故
に
自
ら
の
身
を
投
げ
出
さ
な
い
。
こ
う
し
て
、
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
知
的
な
英
雄
か
ら

愚
直
な
臆
病
者
へ
と
、
セ
イ
レ
ン
た
ち
は
意
識
を
有
す
る
存
在
か
ら
意
識
を
有
し
な
い
存
在
へ
と
、
変
わ
り
果
て
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
変
容
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
生
が
保
証
さ
れ
る
の
だ
。
な
ん
と
い
う
生
の
安
寧
だ
ろ
う
か
。

「
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
に
加
え
て
更
に
補
遺
が
一
つ
伝
え
ら
れ
て
い
る
」
と
カ
フ
カ
は
述
べ
、
事
も
あ
ろ
う
に
、
自
ら
の
言
説
全
体
を
最
後
に
覆
す
。
オ
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デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
セ
イ
レ
ン
た
ち
の
沈
黙
に
実
は
気
づ
い
て
い
た
と
言
う
。
す
べ
て
は
英
雄
の
巧
み
な
演
技
で
あ
り
、「
仮
象
の
過
程
」
で
あ
っ
た
。「
ズ
ル

狐
」
の
内
面
に
は
、
人
間
は
言
う
に
及
ば
ず
、
運
命
の
女
神
さ
え
も
入
り
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
ま
や
、
セ
イ
レ
ン
た
ち
で
は
な
く
、
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ

ス
こ
そ
が
、
人
間
に
と
っ
て
認
識
で
き
ぬ
も
の
、
人
間
言
語
で
は
本
質
を
衝
く
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
、
す
な
わ
ち
、
不
可
解
な
「
他
者
」
と
な
っ
て
し
ま
う
。

カ
フ
カ
が
試
み
た
神
話
の
語
り
直
し
は
、
知
的
な
英
雄
を
貶
め
る
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

カ
フ
カ
「
セ
イ
レ
ン
た
ち
の
沈
黙
」
は
否
定
の
連
続
か
ら
成
り
立
つ
。
神
話
の
一
挿
話
が
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
否
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
否
定
の
根
拠

が
更
に
否
定
さ
れ
て
い
く
。 （
29
） 

し
か
も
、
度
重
な
る
否
定
の
結
果
、
言
語
は
次
第
に
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
く
。
カ
フ
カ
に
お
い
て
、「
彼
女
」
か
ら
「
セ
イ

レ
ン
」
を
経
て
形
象
化
し
た
結
婚
に
対
す
る
否
定
は
、
失
墜
し
た
神
話
的
英
雄
像
と
相
対
化
さ
れ
た
神
話
的
歌
声
と
を
通
じ
て
、
ド
イ
ツ
現
代
文
学
に
お
い

て
先
鋭
化
す
る
言
語
の
否
定
性
へ
と
変
容
し
て
い
く
の
だ
。
単
数
形
の
「
セ
イ
レ
ン
」
が
無
言
の
ま
ま
「
私
の
胸
」
に
深
く
立
て
た
「
か
ぎ
爪
」
が
複
数
形

の「
セ
イ
レ
ン
た
ち
」
が
有
す
る「
歌
声
よ
り
も
も
っ
と
恐
ろ
し
い
武
器
」
へ
と
変
容
す
る
こ
と
の
内
実
が
こ
こ
に
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
言
語
な
ら
ざ
る「
沈

黙
」
に
こ
と
ば
を
与
え
よ
う
と
す
る
捻
れ
の
中
で
、
否
定
性
の
文
学
が
立
ち
上
が
っ
て
い
く
。
カ
フ
カ
文
学
と
は
、
否
定
の
連
な
り
が
生
み
出
す
「
仮
象
の

過
程
」、
否
定
が
生
み
出
す
否
定
性
の
ポ
エ
ジ
ー
に
他
な
ら
な
い
。

五
　
ブ
レ
ヒ
ト
―
芸
術
の
無
駄
遣
い

ア
ド
ル
ノ
と
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
は
『
啓
蒙
の
弁
証
法
』（
一
九
四
七
）
に
お
い
て
ホ
メ
ロ
ス
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
に
「
神
話
と
啓
蒙
の
弁
証
法
」
の
起
源

を
見
出
し
、「
啓
蒙
は
神
話
に
退
化
す
る
」
と
い
う
逆
行
の
原
因
を
啓
蒙
そ
の
も
の
に
探
り
出
す
。
西
欧
文
明
を
根
本
的
に
問
い
直
す
両
著
者
に
と
っ
て
、オ

デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
に
対
す
る
自
然
神
の
妨
害
は
人
間
に
対
す
る
自
然
の
猛
威
で
あ
り
、「
知
謀
に
長
け
た
」
英
雄
の
奸
計
は
人
間
に
よ
る
自
然
支
配
の
端
緒
で

あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
英
雄
の
艱
難
辛
苦
の
旅
は
決
し
て
単
な
る
空
間
移
動
で
は
な
く
、
神
話
か
ら
啓
蒙
へ
と
向
か
う
人
類
の
歩
み
で
あ
る
。
こ
う
し
た

「
旅
」
の
途
上
に
お
い
て
、
自
然
は
人
間
に
よ
っ
て
い
わ
ば
克
服
さ
れ
、
支
配
さ
れ
て
い
く
。
但
し
、
両
著
者
は
支
配
さ
れ
た
対
象
が
支
配
す
る
側
の
内
奥
に

い
さ
さ
か
隠
微
に
入
り
込
み
、
潜
伏
期
間
を
経
て
、
突
如
と
し
て
猛
威
を
振
る
う
逆
転
の
構
図
を
見
逃
さ
な
い
。
問
題
は
「
娼
婦
へ
と
逆
戻
り
し
た
不
貞
の

侍
女
た
ち
に
対
し
て
執
行
し
た
処
罰
」 （
30
） 

で
あ
ろ
う
。
故
郷
に
戻
っ
た
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
侍
女
た
ち
の
頽
落
を
知
り
、
凶
行
と
も
称
す
べ
き
復
讐
を
果
た

す
瞬
間
、
英
雄
の
「
知
謀
」
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
た
は
ず
の
自
然
が
蛮
行
と
い
う
形
で
噴
出
す
る
。
ア
ド
ル
ノ
と
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
は
確
言
す
る
、「
誰
も
が

知
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
底
流
に
は
密
か
な
歴
史
が
流
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
文
明
に
よ
っ
て
抑
圧
さ
れ
歪
め
ら
れ
た
人
間
の
本
能
と
情
欲
が
も
た
ら
す
運
命
で

あ
っ
た
」
と
。 （
31
） 「
逆
戻
り
」
す
る
の
は
侍
女
た
ち
ば
か
り
で
は
な
い
。「
英
雄
の
帰
国
譚
」
は
「
啓
蒙
の
帰
国
譚
」
で
も
あ
っ
た
。
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ア
ド
ル
ノ
と
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
は
、『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
第
一
章
「
啓
蒙
の
概
念
」
に
お
い
て
、「
啓
蒙
の
哲
学
的
原
史
」
に
お
け
る
最
大
の
事
件
を
オ

デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
と
セ
イ
レ
ン
の
遭
遇
と
目
し
、そ
こ
か
ら
「
芸
術
の
哲
学
的
原
史
」
を
読
み
取
る
。「
セ
イ
レ
ン
の
誘
惑
は
依
然
と
し
て
強
烈
で
あ
っ
た
。
歌

声
を
聞
く
者
は
誰
一
人
と
し
て
逃
れ
ら
れ
な
い
。
自
我
、
つ
ま
り
人
間
の
自
己
同
一
性
的
、
目
的
志
向
的
、
男
性
的
性
格
が
生
み
出
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
人

類
は
恐
る
べ
き
試
練
を
自
ら
に
課
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」 （
32
） 

と
両
著
者
が
述
べ
る
と
き
、
文
明
を
脅
か
す
自
然
の
克
服
が
や
は
り
二
人
の
念
頭
に

あ
っ
た
。
克
服
の
内
実
は
、
自
己
同
一
性
を
失
う
こ
と
な
く
、
古
代
の
呪
術
的
要
素
の
強
い
歌
声
を
一
時
的
に
せ
よ
近
代
的
に
享
受
す
る
こ
と
に
あ
る
。「
知

謀
に
長
け
た
」
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
部
下
へ
の
命
令
を
通
じ
て
精
神
的
営
為
と
肉
体
労
務
と
い
う
い
わ
ば
分
業
体
制
を
整
え
た
上
で
、
甘
美
な
歌
声
を
特
権

的
に
享
受
す
る
側
に
立
つ
。
知
略
に
よ
っ
て
セ
イ
レ
ン
の
歌
が
無
力
化
さ
れ
た
瞬
間
、
近
代
的
な
芸
術
体
験
が
先
取
り
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

但
し
、「
啓
蒙
の
哲
学
的
原
史
」
に
お
い
て
「
逆
戻
り
」
が
認
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
ア
ド
ル
ノ
と
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
に
よ
る
言
及
は
な
い
が
、「
芸
術
の
哲

学
的
原
史
」
に
お
い
て
も
独
特
の
「
逆
戻
り
」
が
認
め
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
近
代
ド
イ
ツ
文
学
に
お
い
て
多
様
に
展
開
す
る
「
水
の
女
」
の
系
譜
は
、
い
わ

ば
「
歌
声
の
帰
国
譚
」
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
セ
イ
レ
ン
の
歌
声
は
、
一
方
で
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
や
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
に
よ
っ
て
打
ち
負
か
さ
れ
た
が
、

他
方
で
克
服
さ
れ
た
自
然
の
一
つ
と
し
て
人
間
の
内
奥
に
深
く
入
り
込
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
証
拠
に
、「
水
の
女
」
が
地
中
海
の
明
る
い
海
原
で
は
な
く
、ド

イ
ツ
に
お
け
る
奥
深
い
森
の
湖
沼
や
河
川
に
お
い
て
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
誘
惑
の
歌
は
、
長
い
潜
伏
期
間
を
経
た
後
、「
外
な
る
自
然
」
の
歌
と
し

て
だ
け
で
は
な
く
、「
内
な
る
自
然
」
の
歌
と
し
て
響
き
始
め
る
。
こ
う
し
た
新
た
な
展
開
を
端
的
に
示
す
の
が
、
前
述
の
と
お
り
、
ゲ
ー
テ
の
バ
ラ
ー
ド

「
漁
夫
」
で
あ
り
、
更
に
は
こ
の
詩
に
対
す
る
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
や
ユ
ン
グ
の
見
解
で
あ
っ
た
。

近
代
ド
イ
ツ
文
学
、
と
り
わ
け
ゲ
ー
テ
以
降
、「
水
の
女
」
の
系
譜
が
「
遠
い
外
海
」
の
み
な
ら
ず
、「
深
い
内
奥
」
に
行
き
着
い
た
こ
と
は
、
欧
米
語
の

「
自
然
」
が
有
す
る
二
重
性
、す
な
わ
ち
「
外
な
る
自
然
」
と
「
内
な
る
自
然
」
の
問
題
と
密
接
に
関
わ
る
。
既
に
「
水
の
女
」
が
中
世
キ
リ
ス
ト
教
の
も
と

で
異
教
の
権
化
（
外
な
る
敵
）
と
肉
欲
の
権
化
（
内
な
る
敵
）
と
し
て
二
重
の
敵
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
そ
の
証
左
で
あ
ろ
う
。
考
え
て
み
れ
ば
、
我
々

は
「
魂
」
を
持
つ
人
間
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
身
体
の
七
割
近
く
が
「
水
」
か
ら
な
る
物
質
存
在
で
も
あ
る
。『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
や
『
ア
ル
ゴ
ナ

ウ
テ
ィ
カ
』
が
示
す
よ
う
に
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
お
い
て
、「
陸
の
男
」
と
「
水
の
女
」
の
対
峙
は
、
生
死
を
か
け
た
戦
い
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
歌
声

が
復
活
す
る
近
代
ド
イ
ツ
文
学
の
創
作
メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
、
と
り
わ
け
フ
ケ
ー
『
ウ
ン
デ
ィ
ー
ネ
』
に
お
い
て
、
両
存
在
の
「
戦
い
」
で
は
な
く
、「
和
解
」
が

目
指
さ
れ
た
こ
と
は
、
意
義
深
い
。 （
33
） 

そ
の
試
み
に
お
い
て
、「
外
な
る
自
然
」
と
「
内
な
る
自
然
」
に
分
裂
し
て
し
ま
っ
た
「
自
然
」
の
融
和
、
二
重
の

「
自
然
」
を
め
ぐ
る
対
立
の
克
服
が
目
指
さ
れ
、
い
わ
ば
「
美
し
い
魂
」
が
希
求
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
志
向
こ
そ
、
近
代
の
メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
、
と
り
わ
け
創
作

メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
の
本
質
に
他
な
ら
な
い
。

創
作
メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
は
と
か
く
民
衆
メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
を
装
う
。「
特
定
の
著
名
な
個
人
」
に
よ
る
創
作
が「
不
特
定
多
数
の
無
名
の
民
衆
」
に
よ
る
伝
承
行
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為
を
巧
み
に
作
品
内
に
取
り
込
む
の
だ
。
こ
う
し
た
取
り
込
み
を
本
論
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
『
人
魚
姫
』
に
看
取
し
た
。
ま
た
、
い
ち
早
く
ハ
イ
ネ
の
「
ロ
ー

レ
ラ
イ
」
が
ロ
ー
レ
ラ
イ
を
め
ぐ
る
「
創
作
さ
れ
た
伝
説
」
を
「
い
に
し
え
の
メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
」
と
し
て
取
り
込
み
、
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
典
型
的
な
営

為
を
パ
ロ
デ
ィ
ー
の
対
象
と
し
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。 （
34
） 

ハ
イ
ネ
の
詩
に
お
い
て
「
美
し
い
姿
」
と
「
美
し
い
声
」
を
も
つ
乙
女
が
「
陸
の
男
」
を
水
底

へ
と
誘
う
。
そ
れ
は
「
水
の
女
」
が
得
た
複
合
的
誘
惑
の
典
型
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
パ
ロ
デ
ィ
ー
が
対
象
に
対
し
て
終
焉
を
も
た
ら
す
文
学
形
式
で
あ
る

こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
ユ
ゴ
ー
は
「
美
し
い
声
」
を
め
ぐ
る
言
説
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
気
づ
き
、
旅
行
記
『
ラ
イ
ン
河
』

（
一
八
四
二
）
で
述
べ
る
、「
ロ
ー
レ
ラ
イ
の
妖
精
は
、
今
や
声
も
枯
れ
て
、
疲
れ
始
め
て
い
る
」 （
35
） 

と
。

但
し
、
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
場
合
、
事
情
は
大
い
に
異
な
る
。
詩
人
は
、「
水
の
女
」
の
歌
声
が
キ
リ
ス
ト
教
的
道
徳
原
理
に
対
す
る
異
教
的
官
能
原
理

と
し
て
詩
人
の
内
奥
に
深
く
入
り
込
ん
で
い
た
こ
と
を
繰
り
返
し
問
題
に
し
た
。
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
に
お
い
て
、「
美
し
い
声
」は
単
な
る
パ
ロ
デ
ィ
ー
の

対
象
な
ど
で
は
な
い
。
敬
虔
な
詩
人
は
否
定
す
べ
き
対
象
が
自
己
の
創
作
基
盤
を
培
う
と
い
う
矛
盾
を
自
覚
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
ア
イ

ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
自
ら
の
内
奥
か
ら
響
く「
水
の
女
」
の
歌
声
に
何
人
よ
り
も
聞
き
耳
を
立
て
た
詩
人
で
あ
っ
た
。「
水
の
女
」
の
文
学
的
系
譜
に
お
い
て
ア

イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
文
学
が
質
・
量
と
も
に
異
彩
を
放
つ
所
以
が
こ
こ
に
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、ア
ン
デ
ル
セ
ン
に
お
い
て
人
魚
姫
が
「
美
し
い
声
」
を
喪
失
し
、「
水
の
女
」
の
文
学
的
系
譜
に
お
い
て
「
陸
の
男
」
と
「
水
の
女
」
の

言
語
的
意
志
疎
通
が
破
綻
し
、
ド
イ
ツ
現
代
文
学
に
お
い
て
言
語
に
対
す
る
批
判
意
識
が
先
鋭
化
す
る
と
、「
水
の
女
」
の
歌
声
に
代
わ
り
、「
水
の
女
」
の

歌
声
消
失
が
新
し
い
文
学
を
生
み
出
す
創
作
原
理
と
し
て
目
さ
れ
始
め
る
。
二
〇
世
紀
前
半
の
ド
イ
ツ
文
学
に
お
い
て
、
リ
ル
ケ
、
カ
フ
カ
、
ブ
レ
ヒ
ト
が

新
た
な
ポ
エ
ジ
ー
を
模
索
す
る
中
で
セ
イ
レ
ン
の
歌
声
消
失
に
多
大
の
関
心
を
寄
せ
た
こ
と
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
但
し
、
リ
ル
ケ
が
抒
情
詩
で
、
カ

フ
カ
が
散
文
で
、
各
々
の
関
心
を
実
作
に
て
結
実
さ
せ
、
歌
声
消
失
を
新
た
な
創
作
原
理
と
し
て
組
み
込
ん
だ
の
と
は
異
な
り
、
ブ
レ
ヒ
ト
の
場
合
、
同
様

の
こ
と
を
演
劇
で
は
行
わ
な
か
っ
た
。

「
古
代
の
世
界
中
が
、
抜
け
目
な
い
男
の
謀
の
成
功
を
信
じ
た
。
疑
念
を
い
だ
く
の
は
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
私
が
最
初
だ
ろ
う
か
」 （
36
） 

と
、
ブ
レ
ヒ
ト
は

『
古
代
神
話
の
報
告
』（
一
九
三
三
）
の
中
で
言
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
ら
述
べ
て
い
る
よ
う
に （
37
）、
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
と
セ
イ
レ
ン
た
ち
の
遭
遇
譚
を
明

ら
か
に
カ
フ
カ
を
意
識
し
な
が
ら
語
り
直
す
。
従
っ
て
、
件
の
遭
遇
譚
を
め
ぐ
っ
て
「
神
話
に
対
す
る
疑
い
」
を
最
初
に
示
し
た
の
は
、
先
の
言
葉
と
は
裏

腹
に
、
決
し
て
ブ
レ
ヒ
ト
で
は
な
い
。
但
し
、
ブ
レ
ヒ
ト
の
小
編
「
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
と
セ
イ
レ
ン
た
ち
」
が
有
す
る
眼
目
は
、「
芸
術
の
哲
学
的
原
史
」
を

我
々
に
改
め
て
問
い
直
す
点
に
あ
ろ
う
。

私
は
つ
ま
り
こ
う
思
う
、
万
事
結
構
な
話
だ
と
。
だ
が
、（
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
他
に
）
誰
が
言
う
の
か
、
セ
イ
レ
ン
た
ち
が
縛
ら
れ
た
男
を
目
の
前
に
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し
て
本
当
に
歌
っ
た
な
ど
と
。
能
力
が
あ
り
、
そ
つ
が
な
い
あ
の
女
た
ち
が
、
動
き
の
自
由
を
も
た
ぬ
者
た
ち
に
対
し
て
、
自
分
た
ち
の
芸
術
を
無
駄

遣
い
し
た
な
ど
と
い
う
こ
と
が
本
当
に
あ
り
え
よ
う
か
。
そ
ん
な
こ
と
が
芸
術
の
本
質
だ
ろ
う
か
。

「
芸
術
の
本
質
」
を
新
た
に
問
う
ブ
レ
ヒ
ト
に
と
っ
て
、
優
れ
た
芸
術
家
の
作
品
は
、
甘
美
な
歌
声
を
一
人
特
権
的
に
享
受
す
る
者
に
向
け
ら
れ
る
べ
き
で

は
な
い
。
ま
た
、
精
神
的
営
為
と
肉
体
労
務
と
い
う
分
業
体
制
を
整
え
た
上
で
成
り
立
つ
芸
術
受
容
な
ど
、
笑
止
千
万
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
批
判

は
「
縛
ら
れ
た
男
」
だ
け
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
批
判
の
対
象
は
、
一
人
の
英
雄
か
ら
「
動
き
の
自
由
を
も
た
ぬ
者
た
ち
」
に
一
挙
に
広
が
り

な
が
ら
、
単
数
形
か
ら
複
数
形
へ
と
一
般
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
に
お
い
て
、
特
定
の
社
会
層
が
肉
体
労
務
を
他
者
に
強
い
る
こ
と
で
特
権
的

に
作
品
を
甘
美
に
享
受
す
る
こ
と
な
ど
、
芸
術
の
「
無
駄
遣
い
」
に
す
ぎ
な
い
。
不
特
定
多
数
の
観
客
に
向
け
ら
れ
る
演
劇
、
と
り
わ
け
演
劇
の
社
会
的
機

能
を
重
視
す
る
ブ
レ
ヒ
ト
演
劇
に
と
っ
て
、「
不
特
定
多
数
の
無
名
の
民
衆
」
に
よ
る
受
容
こ
そ
が
肝
要
で
あ
り
、「
特
定
の
著
名
な
個
人
」
に
よ
る
受
容
は

問
題
に
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
私
は
む
し
ろ
こ
う
考
え
た
い
。
漕
ぎ
手
た
ち
の
認
め
た
喉
の
ふ
く
ら
み
は
、
忌
々
し
い
慎
重
な
田
舎
者
に
む
け
て
罵
倒
の
声
を
思
い
っ
き
り
張

り
上
げ
た
か
ら
で
、
我
ら
の
英
雄
が
（
同
じ
く
証
言
が
あ
る
よ
う
に
）
身
を
よ
じ
っ
た
の
は
、
と
う
と
う
物
怖
じ
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
な
の
だ
。

ブ
レ
ヒ
ト
は
、オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
と
セ
イ
レ
ン
た
ち
の
遭
遇
譚
の
中
に
読
み
手
を
引
き
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
が
模
索
す
る
叙
事
的
演
劇
の
よ
う
に
、

読
み
手
を
遭
遇
譚
に
向
か
い
合
わ
せ
よ
う
す
る
。
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
を
知
的
な
英
雄
か
ら
愚
直
な
臆
病
者
へ
と
貶
め
た
カ
フ
カ
と
同
様
に
、
ブ
レ
ヒ
ト
に
お

い
て
も
、「
我
ら
の
英
雄
」
は
「
忌
々
し
い
慎
重
な
田
舎
者
」
に
す
ぎ
な
い
。
か
つ
て
の
「
美
し
い
声
」
に
取
っ
て
代
わ
り
、い
ま
や
「
罵
倒
の
声
」
だ
け
が

響
く
。
リ
ル
ケ
や
カ
フ
カ
の
テ
ク
ス
ト
と
は
異
な
り
、
セ
イ
レ
ン
た
ち
は
必
ず
し
も
沈
黙
に
終
始
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
美
し
い
歌
声
の
消
失
と
い

う
点
で
、
リ
ル
ケ
、
カ
フ
カ
、
ブ
レ
ヒ
ト
は
共
通
す
る
。
ブ
レ
ヒ
ト
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
は
、「
美
し
い
声
」
が
読
み
手
に
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
を
起
こ
さ
せ

る
の
で
は
な
く
、「
罵
倒
の
声
」
が
神
話
に
対
す
る
あ
る
い
は
芸
術
に
対
す
る
新
た
な
認
識
を
読
み
手
に
促
す
。
も
っ
と
も
、こ
の
小
編
に
ブ
レ
ヒ
ト
の
演
劇

観
も
し
く
は
芸
術
観
が
十
全
に
投
影
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
神
話
の
語
り
直
し
を
通
じ
て
、
旧
来
の
特
権
的
な
芸
術
受
容
を
否
定
し
、
新

た
な
「
芸
術
の
本
質
」
を
模
索
す
る
ブ
レ
ヒ
ト
の
意
志
が
明
ら
か
に
滲
み
出
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
に
は
、
小
編
と
言
え
ど
も
、
ブ
レ
ヒ
ト
な
り
の
新

た
な
「
芸
術
の
哲
学
的
原
史
」
が
あ
る
。
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お
わ
り
に

「
水
の
女
」
の
系
譜
は
、
現
代
ド
イ
ツ
文
学
に
至
る
と
、「
魂
」
を
め
ぐ
る
人
間
存
在
と
物
質
存
在
の
関
係
で
は
な
く
、「
こ
と
ば
」
を
め
ぐ
る
男
性
存
在
と

女
性
存
在
の
関
係
へ
と
重
心
を
移
す
。「
美
し
い
声
」
の
喪
失
物
語
で
あ
る
ア
ン
デ
ル
セ
ン
『
人
魚
姫
』
以
降
、
現
代
ド
イ
ツ
文
学
に
お
い
て
、
言
語
に
よ
る

意
志
疎
通
の
破
綻
は
先
鋭
化
が
進
み
、
し
か
も
既
存
の
言
語
が
原
理
的
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
く
。
近
代
ド
イ
ツ
文
学
に
お
い
て
「
内
奥
の
歌
」
と
化
し
た

「
深
淵
の
歌
」
は
、
二
〇
世
紀
前
半
の
ド
イ
ツ
文
学
に
お
い
て
、「
書
く
」
と
い
う
文
学
的
営
為
を
根
本
的
に
省
察
す
る
意
識
と
と
も
に
先
鋭
化
し
、
結
果
的

に
自
己
否
定
の
形
式
、つ
ま
り
「
美
し
い
声
」
の
消
失
へ
と
至
っ
た
。
こ
う
し
た
自
己
省
察
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
書
か
れ
た
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
『
フ
ァ

ウ
ス
ト
ゥ
ス
博
士
』（
一
九
四
七
）
に
お
い
て
、
沈
黙
す
る
人
魚
に
芸
術
家
の
絶
対
的
な
孤
独
を
託
し （
38
）、
そ
し
て
戦
後
の
イ
ン
ゲ
ボ
ル
ク
・
バ
ッ
ハ
マ
ン

『
ウ
ン
デ
ィ
ー
ネ
行
く
』（
一
九
六
一
）
が
描
く
よ
う
に
、「
陸
の
男
」
に
対
す
る
「
水
の
女
」
の
呪
い
、ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
に
基
づ
く
終
焉
へ
の
叫
び
声
を
通

じ
て （
39
）、
い
わ
ば
「
終
末
」
に
行
き
着
く
。
こ
う
し
た
更
な
る
展
開
は
、
近
代
ド
イ
ツ
文
学
以
降
、「
歌
声
の
帰
国
譚
」
が
限
り
な
く
先
鋭
化
し
た
結
果
で
あ

ろ
う
。
別
言
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
き
手
が
「
美
し
い
声
」
を
失
っ
た
「
水
の
女
」
た
ち
と
と
も
に
新
し
い
ポ
エ
ジ
ー
言
語
を
模
索
し
た
結
果
、
饒
舌
な

「
沈
黙
」
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
総
じ
て
現
代
ド
イ
ツ
文
学
は
意
図
し
て
「
矛
盾
」
を
犯
す
。

注
（
1
） 

本
論
第
一
章
で
は
、
複
数
の
拙
論
を
取
り
ま
と
め
な
が
ら
、「
水
の
女
」
の
文
学
的
系
譜
を
概
観
す
る
。
ま
た
、
新
た
に
書
き
下
ろ
し
た
第
二
章

以
降
の
各
章
は
、
つ
な
が
り
を
持
た
せ
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
小
論
と
し
て
も
読
め
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。
そ
の
結
果
、
内
容
的
に

多
少
の
重
複
が
生
じ
た
こ
と
を
、
予
め
お
断
り
し
て
お
く
。

（
2
） 

ホ
メ
ロ
ス
か
ら
ゲ
ー
テ
ま
で
の
記
述
は
、
拙
論
「
ト
ポ
ス
「
水
の
精
の
物
語
」
の
身
体
論
的
考
察
―
ホ
メ
ロ
ス
か
ら
ゲ
ー
テ
ま
で
―
」（
稲

元
萠
先
生
古
稀
記
念
論
集
刊
行
会
『
稲
元
萠
先
生
古
稀
記
念
ド
イ
ツ
文
学
・
語
学
論
集
』、
二
〇
〇
三
年
、
三
五
―
五
八
頁
）
に
基
づ
く
。

（
3
） 

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
『
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
全
集
Ⅴ
』、
阿
部
良
雄
訳
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
九
年
、
25
頁
。

（
4
） 

C
. G

. Jung: D
ie A

rchetypen und das kollektive U
nbew

usste. H
rsg. von L

illy Jung-M
erker u. E

lisabeth R
üf. O

lten u. Freiburg im
 B

reisgau 

1985 , bes. S.34 .

（
5
） 

拙
論
「
ア
ン
テ
ィ
ポ
ー
デ
の
闇
―
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
／
ゲ
レ
ス
『
時
計
職
人
ボ
ー
ク
ス
の
不
思
議
な
物
語
』」（
九
州
大
学
独
文
学
会
『
九
州
ド
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イ
ツ
文
学
』
第
二
三
号
、
二
〇
〇
九
年
、
一
―
二
一
頁
、
特
に
六
―
九
頁
）
参
照
。

（
6
） 

本
段
落
の
記
述
は
、
拙
論
「
水
の
女
を
め
ぐ
る
「
翻
訳
」
論
　
ホ
メ
ロ
ス
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
と
フ
ケ
ー
『
ウ
ン
デ
ィ
ー
ネ
』」（
九
州
大
学

独
文
学
会
「
九
州
ド
イ
ツ
文
学
」
第
二
一
号
、
二
〇
〇
七
年
、
三
三
―
五
七
頁
）
に
基
づ
く
。

（
7
） 

本
段
落
の
記
述
は
、
拙
論
「
メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
―
「
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
の
ロ
ー
レ
ラ
イ
」（
浅
井
健
二
郎
編
『
ド
イ
ツ
近
代

文
学
に
お
け
る
〈
否
定
性
〉
の
契
機
と
そ
の
働
き
』、
日
本
独
文
学
会
研
究
叢
書
〇
五
一
号
、
二
〇
〇
七
年
、
二
六
―
四
一
頁
）
に
基
づ
く
。

（
8
） 
本
段
落
の
記
述
は
、
拙
論
「
ト
ポ
ス
「
水
の
精
の
物
語
」
に
お
け
る
妙
音
の
饗
宴
―
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
文
学
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
九
州
大

学
独
文
学
会
「
九
州
ド
イ
ツ
文
学
」
第
二
二
号
、
二
〇
〇
八
年
、
一
―
三
一
頁
）
に
基
づ
く
。

（
9
） 

以
下
の
考
察
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
『
人
魚
姫
』
を
「
水
の
女
」
の
文
学
的
系
譜
に
新
た
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
目
指
す
。
同
系
譜
に
関
す
る
本

格
的
研
究
は
、ハ
イ
ン
ツ
・
ポ
ー
リ
ツ
ァ
の
論
攷「
セ
イ
レ
ン
た
ち
の
沈
黙
」
を
嚆
矢
と
す
る
。
同
論
文
は
、
近
現
代
の
ド
イ
ツ
な
ら
び
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
文
学
に
お
け
る
「
水
の
女
」
を
渉
猟
す
る
際
に
、カ
フ
カ
『
セ
イ
レ
ン
た
ち
の
沈
黙
』
を
考
察
の
中
心
に
据
え
な
が
ら
、「
水
の
女
」
の

沈
黙
に
当
初
よ
り
着
眼
し
た
点
で
、
従
来
の
モ
テ
ィ
ー
フ
史
的
研
究
の
域
に
と
ど
ま
ら
な
い
秀
逸
な
論
述
と
言
え
よ
う
。
但
し
、
ア
ン
デ
ル
セ

ン
『
人
魚
姫
』
に
関
し
て
は
、
言
及
す
る
に
と
ど
ま
り
、
考
察
の
対
象
と
し
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
こ
の
創
作
メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
が
有
す
る
位

置
づ
け
が
い
ま
だ
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。H

einz Politzer: D
as Schw

eigen der Sirenen. Studien zur deutschen und österreichischen 

L
iteratur. Stuttgart 1968 , S.13 -41 , bes. S.36 .

（
10
） 

本
段
落
の
記
述
は
、
拙
論
「1811

年
の
「
翻
訳
」
論
―
フ
ケ
ー
『
ウ
ン
デ
ィ
ー
ネ
』
と
ク
ラ
イ
ス
ト
『
水
の
男
と
セ
イ
レ
ン
』
―
」（
日
本

独
文
学
会
「
ド
イ
ツ
文
学
」
第
一
三
八
号
、
二
〇
〇
九
年
、
一
八
八
―
二
〇
三
頁
）
に
基
づ
く
。

（
11
） 

ア
ン
デ
ル
セ
ン
『
完
訳
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
集
（
一
）』、
大
畑
末
吉
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
五
年
、
一
二
六
頁
。

（
12
） 

同
書
、
一
四
一
頁
。

（
13
） 

同
書
、
一
四
二
頁
。

（
14
） 

R
ainer M

aria R
ilke: Lyrik und Prosa. L

izenzausgabe für die W
issenschaftliche B

uchgesellschaft. D
üsseldorf u. Z

ürich 1999 , S.247 f.

（
15
） 

V
gl. H

einz Politzer, a.a.O
., S.39 ff.

（
16
） 

以
上
の
実
証
的
記
述
は
、
以
下
の
論
攷
に
基
づ
く
。
河
中
正
彦
「
カ
フ
カ
と
リ
ル
ケ
―
沈
黙
の
詩
学
―
」（
有
村
隆
広
編
『
カ
フ
カ
と
二
十

世
紀
ド
イ
ツ
文
学
』、
同
学
社
、
一
九
九
九
年
、
特
に
一
五
頁
以
下
）
参
照
。

（
17
） 

一
般
的
な
理
解
で
は
、
通
常
の
ド
イ
ツ
語
訳
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
が
示
す
よ
う
に
、
セ
イ
レ
ン
は
複
数
形
で
表
記
さ
れ
、
決
し
て
二
人
に
固
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定
さ
れ
な
い
。 V

gl. H
om

er: O
dyssee. G

riechisch und deutsch. M
it U

rtext, A
nhang und R

egistern. Ü
bertr. von A

nton W
eihler. E

inf. von 

A
. H

eubeck. D
üsseldorf u. Z

ürich 2000 , S.331 .

（
18
） 

ホ
メ
ロ
ス
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』（
下
）、
松
平
千
秋
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
四
年
、
三
一
八
頁
。

（
19
） 

ヴ
ィ
ッ
ク
・
ド
・
ド
ン
デ
『
人
魚
伝
説
』、
荒
俣
宏
監
修
、
冨
樫
櫻
子
訳
、
創
元
社
、
一
九
九
三
年
、
二
九
頁
。

（
20
） 
マ
ン
フ
レ
ー
ト
・
ル
ル
カ
ー
『
聖
書
象
徴
事
典
』、
池
田
紘
一
訳
、
人
文
書
院
、
一
九
八
八
年
、
一
二
八
頁
。

（
21
） 
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
『
言
葉
と
死
　
否
定
性
の
場
所
に
か
ん
す
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
』（
上
村
忠
男
訳
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
九
年
、
七
四
頁

以
下
）
参
照
。

（
22
） 

河
中
正
彦
は
、「
セ
イ
レ
ン
た
ち
の
島
」
に
お
け
る
「
金
色
」
を
、
言
語
に
よ
る
分
節
化
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い
「
自
然
」、
す
な
わ
ち
「
沈
黙
」

と
解
し
、
件
の
「
歌
」
を
「
詩
的
言
語
が
ま
さ
に
そ
こ
か
ら
噴
出
し
よ
う
と
す
る
煮
え
返
っ
て
い
る
熱
狂
し
た
あ
の
し
じ
ま
」
と
み
な
す
。
河

中
正
彦
、
前
掲
書
、
一
七
頁
な
ら
び
に
三
三
頁
。

（
23
） 

ハ
イ
ネ
の
詩
「
ロ
ー
レ
ラ
イ
」
第
三
、四
連
で
は
、「
美
極
ま
る
乙
女
が
あ
や
し
げ
に
／
座
る
は
向
こ
う
の
あ
の
高
み
、／
金
の
飾
り
き
ら
め
き
、

／
金
の
髪
く
し
け
ず
る
。
／
／
金
の
櫛
で
髪
を
す
き
、
／
歌
ひ
と
つ
口
ず
さ
む
。
／
歌
に
こ
も
る
は
不
可
思
議
な
／
激
し
い
調
べ
。」
と
あ
る
。

H
einrich H

eine: W
erke, B

riefw
echsel, L

ebenszeugnisse. Säkularausgabe. H
rsg. von den N

ationalen Forschungs- und G
edenkstätten der 

klassischen deutschen L
iteratur in W

eim
ar und dem

 C
entre N

ational de la R
echerche Scientifique in Paris. B

d.1 , B
erlin und Paris 1979 , 

S.92 f.

（
24
） 

浅
井
健
二
郎
編
『
ド
イ
ツ
近
代
文
学
に
お
け
る
〈
否
定
性
〉
の
契
機
と
そ
の
働
き
』（
日
本
独
文
学
会
研
究
叢
書
〇
五
一
号
、
二
〇
〇
七
年
）
参

照
。

（
25
） 

Franz K
afka: Tagebücher. H

rsg. von H
ans-G

erd K
och u.a. In: ders.: Schriften. Tagebücher. B

riefe. K
ritische A

usgabe. Frankfurt am
 

M
ain 1990 , S.828 .

（
26
） 

ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
・
リ
ス
カ
は
、『
カ
フ
カ
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
中
の
項
目
「
カ
フ
カ
と
女
性
た
ち
」
に
お
い
て
、『
セ
イ
レ
ン
た
ち
の
沈
黙
』
に

触
れ
な
が
ら
、カ
フ
カ
文
学
に
お
け
る
「
女
性
」
を
未
知
な
る
神
秘
的
な
他
者
と
み
な
す
。
リ
ス
カ
に
よ
れ
ば
、「
女
性
」
は
「
書
く
こ
と
」
に

対
す
る
単
な
る
障
害
で
は
な
い
。セ
イ
レ
ン
た
ち
の
抗
い
難
い
歌
声
と
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
行
っ
た
誘
惑
に
対
す
る
防
御
が
示
す
よ
う
に
、「
女

性
」
は
カ
フ
カ
に
と
っ
て
「
書
く
こ
と
」
に
と
っ
て
の
危
険
で
あ
る
と
同
時
に
、「
書
く
こ
と
」
の
源
泉
で
も
あ
る
。
但
し
、リ
ス
カ
が
示
す
解

釈
で
は
、セ
イ
レ
ン
た
ち
が
示
す
「
沈
黙
」
の
意
味
が
全
く
問
わ
れ
て
い
な
い
。V

ivian L
iska: K

afka und die Frauen. In: K
afka-H

andbuch. 
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L

eben-W
erk-W

irkung. H
rsg. von B

ettina von Jagow
 und O

liver Jahraus. G
öttingen 2008 , S.67 .

（
27
） 

カ
フ
カ
『
セ
イ
レ
ン
た
ち
の
沈
黙
』
か
ら
の
引
用
は
、
以
下
の
テ
ク
ス
ト
に
基
づ
く
。 Franz K

afka: B
eim

 B
au der chinesischen M

auer und 

andere Schriften aus dem
 N

achlaß in der Fassung der H
andschrift. In: ders. G

esam
m

elte W
erke in zw

ölf B
änden. H

rsg. von H
ans-G

erd 

K
och. B

d.6 . Frankfurt am
 M

ain 1994 , S.168 ff.
（
28
） 
レ
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
観
点
か
ら
カ
フ
カ
の
小
テ
ク
ス
ト
を
読
み
解
く
ベ
ッ
テ
ィ
ー
ネ
・
メ
ン
ケ
に
よ
れ
ば
、
蝋
と
鎖
に
関
す
る
言
説
は
手
段
の

重
複
を
め
ぐ
り
そ
れ
ぞ
れ
を
根
拠
の
な
い
も
の
に
し
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
、
相
互
注
釈
に
よ
る
相
互
否
定
が
生
じ
る
。 B

ettine M
enke: D

as 

Schw
eigen der Sirenen. D

ie R
hetorik und das Schw

eigen. In: Franz K
afka. N

eue W
ege der Forschung. H

rsg. von C
laudia L

iebrand. 

D
arm

stadt 2006 , S.116 ff.

（
29
） 

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
よ
れ
ば
、
カ
フ
カ
は
神
話
の
一
挿
話
を
次
々
に
解
体
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
「
神
話
の
誘
惑
に
の
ら

な
か
っ
た
」。
カ
フ
カ
文
学
に
お
け
る
神
話
を「
救
済
を
約
束
す
る
も
の
」
と
み
な
す
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
と
っ
て
、セ
イ
レ
ン
た
ち
の
沈
黙
は
、「
希

望
の
担
保
」
と
し
て
の
音
楽
も
し
く
は
歌
の
否
定
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
カ
フ
カ
文
学
に
お
け
る
究
極
の
否
定
が
『
セ
イ
レ
ン
た
ち

の
沈
黙
』
と
い
う
小
編
に
顕
著
に
現
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
但
し
、
カ
フ
カ
文
学
に
お
い
て
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
改
変
を
直
接
行
う
テ
ク
ス
ト

は
『
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
』（
一
九
一
八
）
と
『
ポ
セ
イ
ド
ン
』（
一
九
二
〇
）
に
限
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
お
け
る
「
神
話
」
が
単

に
個
別
の
神
話
を
指
す
に
と
ど
ま
ら
な
い
の
で
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
本
論
で
は
注
で
の
言
及
に
留
め
る
。
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ

ン
ヤ
ミ
ン
『
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
』、
浅
井
健
二
郎
訳
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
『
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
　
エ
ッ
セ
イ
の
思
想
』、

一
九
九
六
年
、
一
二
〇
―
一
二
二
頁
。

（
30
） 

M
ax H

orkheim
er u. T

heodor W
. A

dorno: D
ialektik der A

ufklärung. Philosophische Fragm
ente. In: T

heodor W
. A

dorno. G
esam

m
elte 

Schriften. B
d.3 . Frankfurt am

 M
ain 1981 , S.98 .

な
お
、
訳
出
の
際
に
マ
ッ
ク
ス
・
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
／
テ
オ
ド
ー
ル
・W

・
ア
ド
ル
ノ
『
啓

蒙
の
弁
証
法
』（
徳
永
恂
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
し
た
。

（
31
） 

E
bd., S.265 .

（
32
） 

E
bd., S.50 .

（
33
） 

拙
論
「1811

年
の
「
翻
訳
」
論
―
フ
ケ
ー
『
ウ
ン
デ
ィ
ー
ネ
』
と
ク
ラ
イ
ス
ト
『
水
の
男
と
セ
イ
レ
ン
』
―
」、
一
九
一
頁
以
下
参
照
。

（
34
） 

拙
論
「
メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
―
「
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
の
ロ
ー
レ
ラ
イ
」」、
三
八
頁
以
下
参
照
。

（
35
） 

ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
ユ
ゴ
ー
『
ラ
イ
ン
河
幻
想
紀
行
』、
榊
原
晃
三
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
五
年
、
七
一
頁
。
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（
36
） 

ブ
レ
ヒ
ト
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
と
セ
イ
レ
ン
た
ち
』
か
ら
の
引
用
は
す
べ
て
、
以
下
の
テ
ク
ス
ト
に
基
づ
く
。 B

ertolt B
recht: O

dysseus und 

die Sirenen. In: B
erichtung alter M

ythen. G
esam

m
elte W

erke in 20 . B
änden. H

rsg. in Z
usam

m
enarbeit m

it E
lisabeth H

auptm
ann. 

Frankfurt am
 M

ain 1967 , B
d.11 , S.207 .

（
37
） 

「
こ
の
話
に
対
す
る
報
告
は
カ
フ
カ
に
も
あ
る
が
、
実
際
、こ
の
話
は
現
代
で
は
も
は
や
全
く
信
用
で
き
な
い
よ
う
に
思
え
る
」
と
脚
注
に
記
さ

れ
て
い
る
。 E

bd.

（
38
） 
拙
論
「
ア
ン
テ
ィ
ポ
ー
デ
の
闇
―
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
／
ゲ
レ
ス
『
時
計
職
人
ボ
ー
ク
ス
の
不
思
議
な
物
語
』」、
八
―
九
頁
参
照
。

（
39
） 

拙
論
「「
水
の
女
」
の
黙
示
録
　
イ
ン
ゲ
ボ
ル
ク
・
バ
ッ
ハ
マ
ン
『
ウ
ン
デ
ィ
ー
ネ
行
く
』
を
め
ぐ
っ
て
」（
九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究

院
「
文
学
研
究
」
第
一
〇
七
号
、
二
〇
一
〇
年
、
九
五
―
一
二
八
頁
）
参
照
。
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eigene Version des Sirenenmythos einträgt.

In dem von Max Brod betitelten Text „Das Schweigen der Sirenen“ geht es um „eine noch 

schrecklichere Waffe als ihr Gesang“.  Dort nimmt Odysseus seine Zuflucht zu einer doppelten 

Absicherung, deren Gleichzeitigkeit, Wachs und Ketten, beide jeweils unschlagbar macht.  Der 

einfallsreiche Held wirkt bei Kafka kindlich und überheblich, ja er wird sogar zu einem einfachen 

Feigling, während die Sirenen kein Bewusstsein mehr haben.  Im Anhang des Textes kommt es 

jedoch zu einer Umkehrung, Odysseus sei „so listenreich“, dass sein Innerstes „mit 

Menschenverstand nicht mehr zu begreifen ist“.  Das literarische Erzählen richtet sich gern auf 

etwas, das absolut fremd ist, und versucht, es bekannt und erzählbar zu machen, wobei es freilich 

nicht immer verständlicher wird.  Der unsagbare oder unerkennbare Fremde ist nun Odysseus, 

nicht die Sirenen.  Es handelt sich um einen „Scheinvorgang“ oder einer Reihe von Negationen, die 

die Poesie der sprachlichen Negativität entstehen lässt.

In Anlehnung an Kafkas Text erzählt Bertolt Brecht von seinem eigenen Gesichtspunkt aus die 

Geschichte über „Odysseus und die Sirenen“ (1933) nach, wobei der mythische Held wieder enthe-

roisiert wird.  „Sollten diese machtvollen und gewandten Weiber ihre Kunst wirklich an Leute 

verschwendet haben, die keine Bewegungsfreiheit besaßen? Ist das das Wesen der Kunst?“ Der 

Text lenkt unsere Aufmerksamkeit auf die Verschwendung der Kunst, wobei er nicht nur an dem 

„verdammten vorsichtigen Provinzler“ Kritik übt, sondern auch an einem privilegierten Stand, der 

die schönen Stimmen dienstfrei genießen kann.  Diese Nacherzählung bringt uns nicht zur 

Einfühlung in den Mythos, sondern zur Auseinandersetzung mit demselben.  Bei Brecht sind zwar 

die Sirenen nicht schweigsam wie bei Rilke und Kafka, aber den drei Texten ist es gemeinsam, 

dass die Sirenen nicht mehr über die betörenden Stimmen als Mittel der Verlockung verfügen.  

Besonders bei Brecht dreht es sich gar nicht um die schönen Stimmen, die Einfühlung und Illusion 

möglich machen, sondern um die Schimpferei, die kritisches Bewusstsein wecken sollte.  Seine 

Suche nach dem „Wesen der Kunst“ findet in dieser Nacherzählung ihren Niederschlag. 

In der modernen deutschen Literatur wird das Schweigen zum Zeichen für das, was nicht gesagt 

werden kann.  Rilke, Kafka und Brecht wagen mit den schweigenden oder nur schimpfenden 

Wasserfrauen einen neuen literarischen Versuch, so dass ein poetisch viel sagendes Schweigen 

entsteht. 
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sondern in seiner sprachlosen Weiblichkeit.  Diese weibliche Sprachlosigkeit scheint jene Epoche 

vorwegzunehmen, die 1837 mit Andersens „Die Kleine Meerjungfrau“ einsetzte.  Dieses 

Kunstmärchen, das unter dem großen Einfluss der deutschen Romantik steht, wirkt auf die 

moderne, deutsche Literatur ein, in der es dann um stimmlose oder schweigende Wasserfrauen 

geht. 

Die Kleine Meerjungfrau kann sich weder als Wasserwesen im Meer noch als Mensch auf dem 

Land noch als Luftgeist im Himmel mit Menschen sprachlich verständigen.  So stellt Andersens 

Märchen das Scheitern der sprachlichen Kommunikation dar.  Hier lässt sich außerdem festhalten, 

dass Andersens Kustmärchen sich zwei große Rollen aus dem Volksmärchen borgt, die der alten 

Frauen.  Die eine ist eine schöne, gut erzählende Großmutter im tiefen Wasser.  Sie erzählt ihren 

Enkelinnen von der Menschenwelt so redegewandt, dass die Kleine Meerjungfrau eine glühende 

Sehnsucht danach bekommt.  Die zweite ist eine hässliche Hexe im tieferen Wassergrund, deren 

Magie der Kleinen Meerjungfrau Beine gibt.  Diese überschreitet dank der Rede- und der 

Zauberkunst der alten Frauen die Grenze zwischen Wasser und Land, obwohl sie immer in der 

sprachlichen Verständigung mit Menschen versagt.  Bei Andersen langt der Überlieferungsbereich 

der Wasserfraugeschichte an einem neuen Wendepunkt in seiner Entfaltung an.

Rainer Maria Rilkes Gedicht „Die Insel der Sirenen“ (1907) entsteht aufgrund seiner Rezitation 

vor drei Frauen auf der Insel Capri am 22. Dezember 1906. Das Gedicht ist eine Identifikation des 

wandernden Dichters mit dem herumirrenden Odysseus auf der Insel der Phaiaken.  Das Gedicht 

thematisiert die wirkliche „Insel“, auf der der Dichtende Gast war, und die überlieferten „Inseln“, 
von denen „er denen, die ihm gastlich waren, [...] still berichtete“.  Es dreht sich um die „Stille, die 

die ganze Weit / in sich hat und an die Ohren weht, / so als wäre ihre andre Seite / der Gesang, dem 

keiner widersteht.“ Diese absolute Lautlosigkeit kann man nicht sprachlich bezeichnen, so dass 

denn auch das Substantiv vom Pronomen “es” ersetzt wird.  Das Wort ist zwar zu schreiben, aber 

nicht inhaltlich mitzuteilen.  Als sich die singenden Wasserfrauen in ein schweigendes Wort 

umwandeln, entsteht die Poesie aus der Negativität der Sprache.  Es handelt sich bei diesem Wandel 

um „die Gefahr [...] Lautlos kommt sie über die Matrosen“.  Dieses Gedicht läuft Gefahr, die unbe-

schreibliche Stille zu beschreiben.

Bei Franz Kafka gibt der Traum von einer Sirene im August 1917 Anlass zum poetischen 

Niederschlag der Stille: „immer wieder faßte sie mich an, immer wieder schlugen von der Seite 

oder über meine Schultern hinweg die Krallenhände der Sirene in meine Brust“.  Das Mensch-

Vogel-Wesen verfügt nicht mehr über die betörenden Stimmen, sondern greift nur lästig den 

Schriftsteller an, wobei es sich zuerst im noch namenlosen Pronomen „sie“, dann im Wesen namens  

„Sirene“ zeigt.  Die unerklärliche Furcht steht, biographisch gesehen, für Kafkas Angst vor dem 

Eheversprechen oder für die Negation der Ehe.  Hier ertönt gar nicht der Lockruf der Wasserfrau, 

sondern „unaufhörlich“ nur Kafkas Ausruf „Nein, laß mich, nein laß mich!“ Ihre Krallenhände 

schlagen ihm so tiefe Wunde, dass er in den Oktavheften zwischen 23. und 25. Oktober 1917 seine 
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In der abendländischen Literaturgeschichte werden bestimmte Motivkomplexe bis heute in 

ungebrochener Tradition nach- und neuerzählt.  Dem Typ „Wasserfraugeschichte“ kommt dabei 

eine besondere Rolle zu, da sich eine solche Sage umfassend und ausführlich mit der Problematik 

des Fremden befasst.  Seit der Sirenenepisode in der „Odyssee“ handelt es sich in diesem 

Überlieferungsbereich um eine Auseinandersetzung zwischen Menschen und Meergeistern.  

Dieser Konflikt wird in facettenreichen Geschichten dargestellt, welche die Dichotomien von Land 

und Wasser, Mensch und Natur, Männlichem und Weiblichem, Rationalität und Irrationalität, 

Verwandtschaft und Fremdheit in Szene setzen. 

In der Antike verfügen die Sirenen als Mensch-Vogel-Wesen über betörenden Stimmen als 

Mittel der Verführung.  Aber im Laufe der Zeit wandeln sich die Sirenen langsam unter dem 

Einfluss des Christentums in ein häretisches Mensch-Fisch-Wesen um, verlieren damit ihre 

schönen Stimmen und locken stattdessen mit jungfräulichem Leib die Menschen ins Wasser.  

Dieser Überlieferungsbereich nimmt sehr lange die Stimmlosigkeit der Wasserwesen hin, bis der 

Fischer in Goethes gleichnamigem Gedicht „ein feuchtes Weib“ singen und sprechen hört.  Diese 

sogenannte „Ballade“ ertönt, wie Baudelaire und C. G. Jung meinen, aus den Angründen des 

eigenen Inneren des Fischers her und sinkt in die Tiefen seines Gemütes zurück.  Es handelt sich 

dabei um eine komplexe Erfahrung, die das neuzeitliche Ich nicht nur mit der Fremde der äußeren 

Natur, sondern auch mit den fremden Seelentiefen oder der inneren Natur macht.

Während die Wasserfrauen seit Goethes Ballade „Der Fischer“ (1778) mit jungfräulichem Leib 

und dem Zauber ihrer Stimme Menschen ins Wasser locken, tragen die beiden hauptsächlich im 

Kunstmärchen keinen mythischen Konflikt mehr aus, vor allem in Fouqués Werk „Undine“ (1811), 
das mit dem Bild der Aussöhnung zwischen Land und Wasser anfängt und mit der ewigen 

Umarmung der Wasserfrau durch ihren Liebsten endet. 1811, als diese Versöhnung in Fouqués 

Kunstmärchen ihren Höhepunkt erreicht, kommt es in Kleists „Wassermänner und Sirenen“ erneut 

zu einem Widerstreit zwischen Mann und Frau.  Es geht um den Kampf der Geschlechter, wobei 

der Unterschied nicht nur körperlich, sondern auch in sprachlicher Hinsicht manifest ist.  Während 

das männliche Wasserwesen schließlich sprechen lernt, kann das weibliche sich weder artikulieren 

noch überhaupt sprachlich verständigen.  Seit alters her können sich in der Dichtung Wasserfrauen 

mit Menschen sprachlich verständigen, ob die beiden sich nun feindlich oder freundlich gesonnen 

sind.  Bei Kleist erscheint aber das fremdere Wasserwesen nicht als redseliger Elementargeist, 

Die stimmlosen Wasserfrauen
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